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は じ め に

昨年ならびに一昨年に報告した日本産広葉樹材の解剖学的記載の第Ⅰ報,第ⅠⅠ報に続いて第ⅠⅠⅠ報を報

告する｡今回記載した樹種はバラ科からドククツギ科までの8科55属93種に及ぶ｡

樹種識別上の特徴の記載ならびに顕微鏡写真撮影にあたっては,筆者の所属する京都大学木質科学研

究所に所蔵するプレパラー トを用いたが,プレパラー トのない樹種については同材鑑調査室所蔵の材標

本ならびに東京大学農学部森林植物学研究室所蔵の材標本から作製した多くのプレパラー トを用いた｡

また,解剖学的記載にあたっては,第Ⅰ報や第ⅠⅠ報と同様の文献を参考にした｡なお,樹木の学名なら

びに分類,各樹種の性質や分布範囲の記載については基本的に北村四郎 ･村田 源著 ｢原色日本植物図

鑑,木本編Ⅰ,ⅠIJl)を参考にしたが,必要に応じて佐竹義輔 ･原 寛 ･亘理俊次 ･冨成忠夫編 ｢日本の

野生植物 木本I,IIJ12),北村四郎 ･村田 源著 ｢原色日本植物図鑑,草本編,中｣3)および平井信二著

｢木の事典｣l̀)を参考にした｡なお,材の用途の記載に際しては ｢木材の工垂的利用｣5)や林 弥栄著 ｢有

用樹木図説 林木編｣て,)を参考にした｡
なお,材の解剖学的記載に際して,放射組織で直立細胞と平伏細胞とが混在するものを混在型と表現

することを新たに提案した｡
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バラ科 (Rosaceae)

シモツケ亜科 (subfam.Spiraeoideae)

コゴメウツギ属 (stephanandraSieb.etZllCC.)

コゴメウツギ (stephanandTallncl'saZabel)(写真 108頁)

散孔材｡道管は直径約601ユmで,単独ないし2-51回が不規則に複合する｡道管は単穿孔ないし階段穿

孔を有し,階段の数は10本以内と少ない｡道管側壁に交互壁孔,ときに対列壁孔がみられる｡放射組織

は異性で1-5列となり,高さは5mm以上と非常に高い｡直立細胞 と平伏細胞 とが混在する混在型で,直

立細胞の方が多い｡

分布範囲は温帯から暖帯｡北海道,本州,四国,九州,朝鮮,中国に分布する｡山地の日当たりのよ

いところに普通にある落葉低木｡

シモツケ属 (spiraeaL.)

シモツケ (spl''aeajapon''caL.)(写真 109頁)

散孔材｡直径50JJm以下の道管が単独ないし2-4個複合する｡道管は階段穿孔を有し,階段数は10数

本と少ないものから150本 ときわめて多いものまで範囲が広い｡道管放射組織間壁孔は小さく多数｡放

射組織は異性Ⅰ型で1-2列となり,高さは通常 1mm以上,ときに2mm以上となる｡直立細胞はきわめて

高く,平伏細胞の高さは10個以下と低い｡ビスフレックがみられる｡

分布範囲は温帯から暖帯｡本州,四国,九州,朝鮮,中国東北部,中国 (北,中,西部)に分布する｡

山地の日あたりのよい岩礁地や草原に生える落葉低木で,茎は叢生する｡

ユキヤナギ (spJraea tlmnbeTg7i'Sieb.exBlume)(写真 110頁)

散孔材｡直径50〃m以下の道管がほぼ単独で分布する｡道管は単穿孔を有 し,側壁に交互壁孔がみ

られる｡放射組織は異性ⅠⅠ型で幅が1-10列 とな り,広放射組織が存在 し,高さ3mm以上となる｡放射

組織にさや細胞がみられる｡

分布範囲は暖帯｡本州 (関東以西),九州,中国 (中西部)に分布する｡もともと川のふちの岩の裂

け目や山中の岩礁地に生える落葉低木であるが,普通庭木に植える｡

ホザキナナカマド属 (sorbariaA.Br.)

ホザキナナカマ ド (soTbaT''asorbl'(011'aL.var.stelll'pl'JaMaxim.)(写真 111頁)

散孔材｡道管は直径60-7011mで,年輪界に沿ってならぶ傾向がある｡道管は単独ないし2-10個が不規

則に複合するが,全体 として放射状ないしやや斜線状に並ぶ傾向がある｡道管は単穿孔を有し,まれに網

状穿孔となる｡軸方向柔細胞は散在する｡道管放射組織間壁孔はふるい状となる｡放射組織はほぼ同性,

ときに異性が混在 して1-10列となり,高さは1mm以下｡放射柔細胞壁は厚い｡ビスフレックが存在する｡

分布範囲は温帯｡北海道,本州 (北部),朝鮮,中国東北部に分布する｡山地に生える落葉低木｡
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バラ亜科 (subfam .Rosoideae)

チョウノスケソウ属 (DryasLinn.)

チョウノスケソウ (DTyaSOCtOPelalavar.as''atjcaNakai)(写真112頁)

散孔材｡道管はおおむね直径50llm以下で,横断面での道管の形状は放射方向に長いものが目立つ｡

年輪始めの道管は50JJmを越え,接線方向に1列に連なり環孔状となる｡道管は単穿孔となるが,とき

に階段穿孔を有し,階段の数は数本と少ない｡道管側壁に交互壁孔｡道管放射組織間壁孔は小さくふる

い状となる｡放射組織は同性ないし異性で1-2列となり,高さは1mm以下｡

分布範囲は寒帯｡本州 (中部地方),北海道,千島,樺太,朝鮮 (北部),ウスリーに分布する｡鉱山

の草地に生えるまれな草本様小低木｡

シロヤマブキ属 (RbodotyposSieb.etZucc.)

シロヤマブキ (RムodoりPOSSCandensMakino)(写真113頁)

散孔材｡直径50〟.m以下の道管がほぼ単独ときに2-4個放射状に複合する｡道管は単穿孔を有し,内

壁にかすかに水平に巻くらせん肥厚がみられる｡軸方向柔細胞は散在し,柾目面では一定の間隔で高頻

度でみられる｡隔壁木繊維が存在する｡道管放射組織間壁孔は小さく多い｡放射組織は混在型で,1-10

列ないしそれ以上となる広放射組織を有し,高さ1mm前後であるがしばしば4mmを越える｡放射組織

に単穿孔がみられる｡放射組織の占有率はきわめて高い｡

分布範囲は暖帯｡本州 (岡山県),朝鮮,中国中部に分布する｡山中に生えるまれな植物で,幹は叢

生し,高さ1.5-2m｡

ヤマブキ属 (KerdaDC.)

ヤマブキ (Kem'ajaponl'caDC.)(写嘉 I14貞)

散孔材｡道管の直径は50〟m以下で,単独ないし2-5個が接線状に複合する｡道管は単穿孔と階段穿

孔を有し,階段数は10本前後となる｡道管側壁に交互壁孔がみられる｡道管放射組織間壁孔は階段状と

なる｡放射組織は1-11列で広放射組織を有し,高さ10mm以上｡放射柔細胞に結晶がみられる｡

分布範囲は暖帯から温帯｡北海道,本州,四国,九州,中国に分布する｡山中の小川に沿って普通に

野生するが,また普通に犀に栽培される観賞植物で高さ1.5-2mになる｡

キイチゴ属 (RubusL.)

ホウロクイチゴ (Rubussl'eboldL')'Blume)(写真115頁)

散孔材｡直径20-90〃mの大小の道管が単独ないし2-3個複合し,これらが-年輪内に混在する｡道管

は単穿孔を有する｡道管放射組織間壁孔はやや小さく多い｡放射組織は混在型で1-7列となり,高さは

10mm以上｡

分布範囲は暖帯下部から亜熱帯｡本州 (伊豆,紀伊半島以西),四国,九州,琉球,中国南部に分布

する｡暖地の海岸近くに生える大きな常緑低木｡

ナガバノモミジイチゴ (RubuspalmatusThunberg)(写真116頁)

散孔材｡直径20-100〟mの大小の道管が混在し,単独ないし2-6個が主に接線方向に複合する｡道管

は単穿孔を有し,側壁に交互壁孔がみられる｡放射組織は混在型で1-5列となり,高さ3mm以上となる｡

分布範囲は暖帯から温帯下部｡本州 (近畿,中国地方),四国,九州,朝鮮,中国に分布する｡山野

の日当たりのよい荒れ地や路ばたに普通にみられる落葉低木｡
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クマイチゴ (Rubuscrataeg7'foll'usBunge)(写真117頁)

環孔材｡孔圏道管は100〝mで,孔圏外では直径が漸減し,道管は2-10個が接線状,斜線状,塊状に

複合する｡道管は単穿孔を有し,側壁に交互壁孔がみられる｡放射組織は混在型でほとんど直立細胞か

らなり,1-6列｡放射組織の高さはきわめて高く5mmに達する｡

分布範囲は温帯から暖帯｡北海道,本州,四国,九州,朝鮮,中国に分布し,山地の道ばたや荒れ地

に普通にある落葉低木｡

べニバナイチゴ (RubusveTnuSFocke)(写真 118頁)

環孔材｡孔圏道管は直径 100〃m以下で,孔圏外道管は単独ないし2-4個複合し,斜線状に並ぶ傾向

がある｡ 道管は単穿孔を有し,側壁に交互壁孔がみられる｡放射組織は混在型で2-8列となり,高さは

きわめて高く,10mm以上に達する｡

分布範囲は温帯上部,寒帯下部 :本州(中部以北),北海道の高山の水分の多いところに生える落葉小低木｡

バラ属 (RosaL.)

ヤマイバラ (Rosasambucl'naKoidzumi)(写真119頁)

環孔材｡孔圏には200-250〟mときにそれ以上の直径の道管が1列に並び,孔圏外では直径約50llmの

道管が単独で分布する｡道管は単穿孔を有し,内壁にらせん肥厚がみられる｡道管側壁に交互壁孔｡広放

射組織が存在する｡放射組織は異性で,高さは非常に高く10mmに達する｡放射柔細胞に結晶が存在する｡

分布範囲は温帯｡本州 (中部地方南部以西),四国,九州に分布する｡山中にまれな落葉半藤本｡

フジイバラ (Rosasambucl'naKoidzumivar.rujl'sanensl'sMakino)(写真 120頁)

環孔材｡直径 100-200ILmの道管が1-4列となって孔圏を形成し,孔圏外は直径 100FLmの道管がほぼ

単独で散在する｡道管は単穿孔を有し,内壁にはらせん肥厚がみられる｡道管側壁に交互壁孔｡放射組

織は異性で,広放射組織となる｡放射柔細胞に結晶が存在する｡

分布範囲は温帯｡富士,箱根地方,紀伊半島,四国に分布する｡

ノイバラ (RosamuJt''110'aThunberg)(写真 121頁)

環孔材｡孔圏では直径 150〃mの道管が1-6列となり,孔圏外では道管は小さく散在する｡道管内腔

には着色物質がみられる｡道管は単穿孔を有し,内壁にはらせん肥厚がみられる｡道管側壁に交互壁孔｡

放射組織は異性で1-10列ないし広放射組織がみられ,高さはきわめて高く10mmに達する｡放射柔細胞

には結晶がみられる｡

分布範囲は温帯から暖帯｡北海道,本州,四国,九州,朝鮮に分布する｡山野の河岸などに普通なや

やつる性の落葉低木｡

ハマナス (RosarugosaThunberg)(写真122頁)

環孔材｡孔圏道管は直径70-80JJmで2-6列となり,孔圏外道管はほぼ単独で散在状に分布する｡道管

の大きさは晩材に向かって漸減する｡道管は単穿孔を有し,内壁には弱いらせん肥厚がみられる｡道管

側壁に交互壁孔｡放射組織は異性で1-10列となり,高さは2mm以上ときに3mm以上となる｡放射柔細

胞にわずかに結晶が存在する｡

分布範囲は寒帯から温帯｡カムチャツカ,千島,樺太,北海道,本州 (太平洋岸は茨城県まで,日本

海岸は鳥取県まで),朝鮮,沿海州,中国東北部,中国北部に分布する｡海岸の砂地に生える落葉低木｡
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サンショウバラ (Rosahl'I･tulaNakai)(写真123頁)

環孔材｡孔圏道管は直径 100FLmで接線方向に不連続に並ぶ｡孔圏外道管は50FLm以下となりほぼ単

独で分布する｡道管は単穿孔を有し,内壁には弱いらせん肥厚がみられる｡道管側壁に交互壁孔｡放射

組織は異性ないしやや混在型に近くト8列となり,高さはしばしば3mmを越える｡放射柔細胞にまばら

に結晶が存在する｡さや細胞がみられる｡

分布範囲は温帯｡本州 (静岡県,神奈川県,山梨県)に分布する｡山中に生える落葉高木｡

ナシ亜科 (subfam .Maloideae)

ナシ属 (pym sL.)

ヤマナシ (PyruspynlfoJ''aNakai)(写真124頁)

散孔材｡道管は直径50-70〟m以下で,単独ないし2-8個が不規則に集合するが,年輪最外部にはやや

分布が少ない｡道管は単穿孔を有する｡道管内壁にはらせん肥厚がみられるが,らせんは2-3本が対に

なって走る傾向がある｡道管側壁にややまばらな交互壁孔｡道管放射組織間壁孔は小さくやや疎らとな

る｡軸方向柔細胞は散在状となり,結晶が存在する｡放射組織は同性で,1-3列となるがほとんど2列で,

高さは0.5mm以下｡放射柔細胞中に着色物質が存在する｡ビスフレックが存在する｡

分布範囲は暖帯から温帯｡本州,四国,九州,南朝鮮,中国中南部に分布する｡陽樹で人家の付近の

山林中にある落葉高木｡栽培種のナシは果樹として栽培される｡材は箱類,文房具,印板,櫛,石盤縁,

まさかりの目釘,柄類,せん作材,彫刻,薪炭材などに用いられる｡

リンゴ属ズミ節 (MalusMillerSect.SorbomalusZabel)

オオウラジロノキ (MaluslschonoskiJ'C.K.Schneider)(写真125頁)

散孔材｡道管は直径50-70〃mで,ほぼ単独ときに2-3個が不規則に複合する｡道管は通常単穿孔を有

するが,まれに網状穿孔がみられるのが特徴となる｡道管側壁に交互壁孔｡道管内壁にはらせん肥厚が

存在し,水平に巻く｡軸方向柔細胞は散在状ないし短接線状となる｡木繊維の壁は厚い｡道管放射組織

間壁孔は小さく多数｡放射組織はほぼ同性であるがときに縁辺の細胞が大きくなって異性型を示すこと

がある｡放射組織は1-2列となるがほとんど2列で,高さは1mm以下｡ビスフレックが存在する｡

分布範囲は温帯まれに暖帯｡本州,四国,九州の山地にややまれに生える落葉高木｡

ズミ (MalustoI･IngoSieb.exVriese)(写真 126頁)

散孔材｡道管は直径50〟m以下で,ほぼ単独ときに4-5個不規則に複合し,年輪始めに分布密度が高

い｡道管はおおむね単穿孔を有するが,ときに階段数の少ない階段穿孔がみられることがある｡軸方向

柔細胞は散在状｡道管放射組織間壁孔はやや大形であるが数は少ない｡放射組織はほぼ同性であるが,

ときに縁辺の細胞が大きくなって異性型を示すことがある｡放射組織は1-2列まれに3列となるがほと

んどが2列で,高さは0.5mm以下となる｡

分布範囲は温帯｡北海道,本州,四国,九州,朝鮮に分布する｡陽樹で山地や原野の日当-たりのよい

ところに普通にみられる落葉低木ないし小高木｡材は櫛,せん作,器具などに用いられる｡

ナナカマド属アズキナシ節 (sorbtlSL.Sect.Micromeles)

ウラジロノキ (soTbusjapon]'caHedlund)(写真127頁)

散孔材｡道管は直径50-70JJmで,ほぼ単独ときに2-5個不規則に複合し,年輪界に密に並ぶ｡道管は

単穿孔ないし階段穿孔,まれに網状穿孔を有する｡道管内壁には角度の急ならせん肥厚が存在し,らせ

んは対になって走る｡道管側壁に交互壁孔｡晩材の木繊維壁は厚い｡軸方向柔細胞は散在状となり晩材
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に多い｡道管放射組織間壁孔は小さくやや多い｡放射組織はほとんど同性で1-2列となり,高さ1mm以

下となる｡

分布範囲は温帯｡本州,四国,九州に分布する｡山地に生える落葉高木｡

アズキナシ (Sorbusalnl'foll'aC.Koch)(写真128頁)

散孔材｡道管の直径は70〃m前後で,単独ないし2-3個複合して平等に分布する｡道管は単穿孔,と

きに網状穿孔を有する｡道管内壁のらせん肥厚は数本が束になって走行する｡道管内腔に着色物質がみ

られる｡軸方向柔細胞は散在状となる｡放射組織はほとんど同性で,柾目面でみると縁辺の細胞は形が

きわめて不規則になることがある｡道管放射組織間壁孔は小さくやや多い｡放射組織はト3列となり,

高さは0.5mm以下｡ビスフレックが認められる｡

分布範囲は温帯｡北海道,本州,四国,九州,朝鮮,中国東北部･北部および中部,ウスリーに分布

する｡山地にやや普通な落葉高木｡日本の洪積世から葉の遺体が出土する｡辺 ･心材の区別なく淡紅色｡

撤密で重硬･強靭な材｡器具 (木型),家具 (洋家具,陳列棚),建築 (造作),ろくろ細工,薪炭などの

用途がある｡

ナナカマド属ナナカマド節 (sorbtISL.Sect.SorbtIS)

ナナカマ ド (So'busamen'canaMarsh.subsp.japonjcaKitamura)(写真129頁)

散孔材｡道管の直径は501Lm以下で,単独ないし2-8個不規則に複合して平等に分布する. 道管は単

穿孔ないし階段穿孔,ときに網状穿孔を有する｡1平方ミリメー トルにおける道管の数は200以上｡道

管内壁にはほぼ水平に巻くらせん肥厚がみられる｡軸方向柔細胞は短接線状ないしは散在状｡道管放射

組織間壁孔は小さく多い｡放射組織は同性で1-2列,高さは0.5mm以下となる｡ビスフレックがみられ

ることがある｡

分布範囲は温帯から亜寒帯｡北海道,本州,四国,九州,朝鮮,樺太,南千島に分布する｡山地に普

通な落葉小高木｡

ナンキンナナカマ ド (Sorbusgracl'll'sC.Koch)(写真130頁)

散孔材｡道管は直径50〃m以下で,単独ないし2-4個複合する｡道管は単穿孔を有し,内壁にらせん

肥厚がみられ,らせんは対になって走行する｡道管側壁には壁孔が長軸方向にまばらに一列に並ぶ｡道

管放射組織間壁孔は小さくやや疎｡放射組織はほぼ同性で1-2列となり,高さは0.5mm以下｡ビスフレ

ックが存在する｡

分布範囲は温帯｡本州 (関東以西),四国,九州に分布する｡山地に生える落葉低木｡

ボケ属 (chaenomelesLindley)

カリン (ChaenomelessJ'nensl'sKoehne)(写真131頁)

散孔材｡道管は直径50〃m以下で,ほぼ単独でみられるがときに2-3個複合する｡道管は単穿孔を有

し,内腔にところどころかたまって着色物質が詰まる｡道管側壁に交互壁孔｡木繊維の壁は厚い｡軸方

向柔細胞は短接線状から散在状となり,大形の結晶が軸方向に連なった多重結晶細胞が多い｡道管放射

組織間壁孔はやや小型で一分野に10個前後｡放射組織は同性で,I-2列であるがほとんど2列となり,

高さは1mm以下,まれに1mmを越える｡

分布範囲は暖帯から温帯｡中国の原産｡庭に栽培する落葉高木｡
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シャリンバイ属 (RhaphiolepisLin劇ey)

シャリンバイ (Rhaphl'olepJ'S''nd''caLindleyvar･,'ntegern'maKitamura)(写真132頁)

散孔材｡道管は直径50FLm以下で,ほぼ単独,ときに2-3個複合する｡道管は単穿孔を有するが,ま

れに階段 1本の階段穿孔や変形多孔穿孔がみられる｡道管と木繊維にらせん肥厚がみられる｡軸方向柔

細胞は散在状ないし短按線状となり,しばしばきわめて大形の結晶を含む｡道管放射組織間壁孔はやや

大形となり,多数みられる｡放射組織は主に異性ⅠⅠⅠときにⅠⅠ型で,高さ1mm以上となる｡

分布範囲は暖帯｡本州 (山形県,宮城県以西),四国,九州,小笠原,琉球,台湾,南朝鮮に分布す

る｡暖地の海岸に生える常緑の低木または小高木で,しばしば庭に植えられる｡幹は高さ1-4mで,枝

は車輪状にでる｡

ホソバシャリンバイ (Rhaph''olep''sl'ndl'caLindleyvar.1''ukiuens''SKitamura)(写真133頁)

散孔材｡道管は直径50〃m以下で,ほとんど単独で分布する｡軸方向柔細胞は散在状ないし短接線

状に配列する｡道管は単穿孔まれに階段数の少ない階段穿孔を有し,内壁にらせん肥厚がみられる｡道

管放射組織間壁孔は小型で多数｡放射組織は異性で1ないし2列となり,高さは0.5mm以下｡直立細胞

は大形となる｡

分布範囲は亜熱帯｡琉球,済州島に分布し,本州でもときに栽培する｡

ザイフリボク属 (Am elanchierMedicus)

ザイフリボク C4melanchl'erasl'atJ'caEndlicher)(写真134頁)

散孔材｡道管は肉眼では認め難く直径50〟m以下で,ほぼ単独ときに2-4個不規則に複合して平等に

分布するが,年輪最外部には分布は少ない｡道管の輪郭は楕円形ないし多角形の傾向を有する｡道管は

単穿孔,ときに階段穿孔を有し,階段数は5本以下と少ない｡道管内壁にはらせん肥厚がみられる｡木

繊維の内腔はきわめて狭い｡軸方向柔細胞は散在状ないし短按線状｡道管放射組織間壁孔は小さく多い｡

放射組織はおおむね異性ⅠⅠⅠ型でト3列となるがほとんど2列で,高さは0.5mm以下｡ビスフレックが存

在する｡

分布範囲は温帯から暖帯｡本州 (岩手県以南),四国,九州,朝鮮 (済州島)に分布する｡尾根筋ま

たは尾根に接する斜面に生ずる山地に普通な落葉低木｡材は器具類,櫛材,薪炭材などに用いられる｡

カマツカ属 (potlrthiaeaDecaisne)

カマツカ(ウシコロシ)(Pourth''aeall'JlosaDccaisnevar.JaelJsStapf)(写真135頁)

散孔材｡道管は直径50〃m以下でほとんど単独で平等に分布する｡道管は通常単穿孔となるがとき

に階段穿孔あるいは網状穿孔を有する｡道管側壁には交互壁孔がみられる｡道管内壁に水平に巻くらせ

ん肥厚が存在する｡木繊維の内腔はきわめて狭い｡軸方向柔細胞は短接線状ないし散在状で,方形ない

し洋酒樽状にふくれた多重結晶細胞がみられる｡道管放射組織間壁孔は小さく多い｡放射組織は異性ⅠⅠ

型とIII型でト4列となり,高さは比較的よく揃っており,0.5mm以下｡放射組織縁辺の細胞わ壁は厚い｡

放射柔細胞に着色物質が存在する｡ビスフレックが出やすい｡

分布範囲は温帯から暖帯｡本州,四国,九州,朝鮮,中国,タイに分布する｡丘や山地に普通にある

落葉低木｡辺 ･心材の区別がほとんどなく一様に淡紅褐色｡組織は均斉 ･微密で重硬 ･強靭な材｡農

具 ･工具の柄,洋傘の柄,和船の櫨べそ,塗櫛木地,ろくろ細工,薪炭材などに用いられる｡
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カナメモチ属 (photidiaLiJldley)

カナメモチ (Photz'niaglab,aMaximowicz)(写真136頁)

散孔材｡道管は直径30/Jm以下で,おおむね単独でみられる｡1平方 ミリメー トルにおける道管の数

は200以上となる｡年輪最外部では道管の直径と分布数が急減する｡道管は単穿孔,ときに階段穿孔を

有する｡道管にはらせん肥厚が認められるが小道管に特に顕著で,二重らせんのようにみえる｡軸方向

柔細胞は散在状,短接線状ないしはターミナル状で,多室結晶細胞が多くみられ,これらは円形ないし

は洋酒樽状にふくれる｡道管放射組織間壁孔はふるい状でやや疎 らに存在する｡放射組織は異性で1-3

列となり,高さは0.5mm以下｡縁辺の直立細胞は長い｡放射柔細胞は壁が厚く,内部に結晶がみられる｡

分布範囲は暖帯｡本州 (東海道以西),四国,九州,朝鮮,中国に分布する常緑小高木｡陽樹であり,

適潤で肥沃な傾斜面に多く生ずる｡材は器具 (鎌の柄,扇の要,牛の鼻輪),船舶材,車輪材,薪炭材

などに用いられる占

ビワ尾 (EriobotryaLindley)

ビワ (En'obotTyajapon''caLindley)(写真137頁)

散孔材｡道管は直径50FLm以下で平等に配列するが,年輪始めにおいて数が多い｡道管は単穿孔を

有し,内壁にらせん肥厚がみられる｡木繊維は内腔が狭い｡軸方向柔細胞は接線状ないし散在状で,し

ばしば内部に大形の結晶を含む｡放射組織は異性Ⅰ,ⅠⅠ,ⅠⅠⅠ型で1-2列となり,高さ0.5mm以下となる｡

本州 (西部),四国,九州,中国 (四川)に分布する｡山地の石灰岩地帯に野生化 し,また果樹 とし

て庭に栽培する常緑小高木｡

サンザシ属 (cratae釘lSL.)

サンザシ (C'ataeguscuneataSieb.etZucc.)(写真138頁)

散孔材｡道管は直径50〝m以下で,ほぼ単独で分布するが年輪始めに多く,年輪最外部では分布は

少ない｡道管は単穿孔を有 し,内腔にはゴム質が詰まる｡道管側壁に交互壁孔｡軸方向柔細胞は短按級

状ないし散在状となり,結晶がみられる｡道管放射組織間壁孔は小さく多数｡放射組織はほぼ同性で1-

2列となり,高さは0.5mm以下｡ビスフレックがみられる｡

分布範囲は暖帯｡中国中部原産｡栽培される落葉低木｡

サクラ亜科 (stlbfan .Prun oideae)

サクラ属パウチノキ亜属 (prunusL.Stlbgen.LatlrOCeraSuSKoehne)

リンボク (Prunussp''nulosaSieb.etZucc.)(写真139頁)

散孔材｡材の組織構造はバクチノキに似る｡年輪始めの道管が年輪の境界に沿って同心円状に配列す

る傾向がある｡道管の直径は小さく,単独または2-数個 (ときに20個近く)が放射状ないし斜線状に複

合する｡道管は単穿孔を有し,道管尾部にらせん肥厚がみられる｡道管側壁に交互壁孔｡放射組織は異

性でト5列となるが単列のものは比較的少なく,高さ5mm以下｡放射柔細胞中に結晶がみられる｡ ビス

フレックが認められる｡

分布範囲は暖帯｡本州(関東以西),四国,九州,琉球,台湾に分布する｡陰樹であり,山中の湿地に普

通な常緑小高木｡材質･用途もバクチノキに準じ,材は堅く,器具材とし,樹皮のしぼり汁で紙を染める｡

バクチノキ (Prunusz'bpell'anaMiquel)(写真140頁)

散孔材｡道管の直径は50-80〃mでやや小さく,2-10個 (ときに20個近く)が放射方向に複合する｡

年輪幅が極端に狭いと放射孔性はみられなくなる｡道管は単穿孔を有 し,内壁にはらせん肥厚がみられ
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る｡道管側壁に交互壁孔がみられ,壁孔はきわめて小さく多い｡道管内腔にときに着色物質がみられる｡

軸方向柔細胞は接線状に配列する｡道管放射組織間壁孔は小さく多い｡放射組織は異性で1-5列となり,

高さはしばしば1mm以上｡部分的にさや細胞がみられる｡

分布範囲は暖帯から亜熱帯｡本州 (関東以西),四国,九州,琉球,台湾に分布する｡陰樹であり強

い日陰下でもよく生育する｡適潤地ないしやや湿気ある谷あい,緩斜面に生える常緑高木｡辺材は褐白

色,心材は淡黄褐色ないし紅褐色｡肌目は撤密で,重硬な材｡器具,家具 (唐木の模擬材),彫刻,薪

炭材に用いられる｡葉を蒸留して薬用のばくち水をつくる｡バクチノキとは樹皮がはがれるのを ｢ばく

ち打ち｣がばくちに負けて裸になるのに例えた｡

サクラ属ウワミズザクラ亜属 (pruJltlSL.Subgen.PadusKoelm e)

クワミズザクラ (PrunusgrayanaMaxim.)(写真 141頁)

散孔材｡直径50-70JJmの道管が単独ないし2-5個斜線状,塊状など不規則に複合し,年輪の内境に沿

って密にならぶ傾向がある｡垂直細胞間道がみられることがある｡道管は単穿孔を有し,内腔には着色

物質が詰まっている｡道管内壁にはらせん肥厚がみられる｡道管側壁に交互壁孔｡道管放射組織間壁孔

は小さく多い｡放射組織は異性で1-10列となり,高さは1mm以下｡ビスフレックが顕著に認められる｡

シウリザクラやヤマザクラに比べて放射組織の幅が広い｡

分布範囲は暖帯から温帯｡北海道,本州,四国,九州,中国中部に分布する｡陽樹であるがやや耐陰

性もあり,山野にやや普通な落葉高木｡辺材は淡黄褐色,心材は赤褐色｡撤密でやや重硬｡建築 (内部

造作,板類),器具 (′ト家具,小細工,菓子型,柄,丸物漆器木地,ソリ,盆),車輪 (車台),彫刻

(印版,版木),ろくろ細工,薪炭材｡本種の和名については,古事記にも亀 卜に際して亀甲あるいは鹿

の肩骨を熱するにハハカ (渡波迦)の樹枝を燃やすとされているのが本種であり,鹿骨の裏にできる溝

によって占われるからウラミゾ (占溝, 卜溝),ウラミゾザクラと呼ばれたものがウワミズとなまった

ものとする説がある (白井光太郎)0

シウリザクラ (Prunusssl'on'Fr.Schmidt)(写真 142頁)

散孔材｡道管の直径は60-100FLmでほとんどが斜線状あるいは不規則に2-5個複合し,単独のものは

少ない｡年輪始めの道管の直径は100〃mほどで,内腔に着色物質が詰まる｡道管は単穿孔を有し,内

壁にらせん肥厚がみられる｡道管は交互壁孔を有する｡道管放射組織間壁孔は小さくふるい状となる｡

放射組織は同性で1-5列となり,高さは1mm以下｡

分布範囲は温帯上部｡本州 (隠岐島,中部以北),北海道,南千島,樺太,中国東北部,ウスリーに

分布する｡陽樹であるがやや耐陰性があり,適潤地ないしやや湿気のある川沿いや谷あいの肥沃地に生

える落葉高木｡

材は器具 (洋家具,指物,算盤枠,木環,靴型,箱型,測量器箱,器械入箱,漁具,刷子木地,小細

工物,鈍をつく鉾の柄,昆布を採る竿など),機械材 (測量用三脚,写真暗箱など),船舶材 (船の付属

具など),楽器材 (ピアノおよびオルガンの外囲,琵琶の胴),彫刻材 (版木)などに用いられる｡

イヌザクラ (P'unusbue'gen'anaMiquel)(写真 143頁)

散孔材｡道管の直径は50-10011mで,単独ないし10個以上が塊状,接線状,放射状に複合する｡道

管は晩材に向かうに従い直径が小さくなる｡道管は単穿孔を有し,内壁にはらせん肥厚がみられる｡道

管放射組織間壁孔は小さなふるい状となる｡放射組織は同性で1-8列となるが5,6列のものが多く,高

さは1mm以下｡

分布範囲は暖帯から温帯｡本州,四国,九州,済州島に分布する｡山地に生える落葉小高木｡
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サクラ属サクラ亜属 (prunusL.Subgen.CerasusPers.)

ミヤマザクラ (Prunusmax,'mow7'cz,','Ruprecht)(写真144頁)

散孔材｡道管は直径70-80FLm以下で,単独ないし2-5個斜線状あるいは塊状に複合して分布する｡道

管は単穿孔を有し,内壁にはらせん肥厚がみられる｡道管放射組織間壁孔は小さく多数でふるい状｡放

射組織はほぼ同性で1-4列となり,高さは1mm以下｡ビスフレックがみられる｡

分布範囲は温帯上部｡北海道,本州,四国,九州,樺太,ウスリー,中国東北部,朝鮮に分布する｡

陽樹であるがやや庇陰にもたえる｡深山に生える落葉高木｡

材は建築材 (天井板,床板,装飾用造作など),器具材 (帆,椅子,寄木,箸,筆立,杓子,盆,梶,

小細工用,箱類など),機械材 (尺度,度量器など),彫刻材 (版木など),せん作材,下駄材,薪炭材

などに用いられる｡

ヤマザクラ (prunusjamasakuraSieb.exKoidzumi.)(写真145頁)

散孔材｡小径の道管が単独あるいは放射状ないし斜線状に複合し平等に分布するが,年輪の内境に沿

ってやや密度が高い｡道管は単穿孔を有し,内壁にらせん肥厚がみられる｡道管の内腔にはしばしば着

色物質が詰まる｡道管放射組織間壁孔は小さく多数｡放射組織はほぼ同性 (平伏細胞と方形細胞からな

るが,両者の形や大きさはあまり変わらず区別がつきにくい)で1-5列となり,高さは1mm以下｡放射

柔細胞にはしばしば巨大結晶細胞が存在する｡ウワミズザクラに比べて放射組織の幅が狭い｡しばしば

ビスフレックが存在する｡

分布範囲は温帯から暖帯｡本州 (関東以西),四国,九州,朝鮮に分布する｡山地に生える落葉高木｡

辺材は淡黄褐色,心材は赤褐色｡肌目は徴密｡重さ中庸,概してやや強い材で,耐朽･保存性は高く,

表面仕上げは良好で光沢美がある｡加工性中庸｡材の用途はきわめて広く,建築材 (柱,天井板,床板,

敷居,鴨居,装飾用造作,洋風建築用など),器具材 (洋家具,卓子,椅子,机,仏壇,陳列棚,寄木,

木象はめ,額縁,文房具,筆立,印刷具,算盤,箸,煙草入,タバコのパイプ,木さじ,杓子,所木,

脚類,軸類,蓋類,台類,木環,弓側木,手鈎柄,硝子木型,靴型,足袋型,菓子型,刺子木地,漆器

木地,盆,梶,斗概,念珠,裁板,定規,鈴,梶棒,箱類,塩田板,洋傘の柄,洋枝,紡績用木管,測

量機械箱,小細工用,そり,小器具類など),機械材 (度量器,緯線機械,尺度,時計枠,写真暗箱,

織機,測 量器三脚,調革車,歯車など),楽器材 (オルガン ･ピアノの外囲,琵琶の胴や摸,バイオリ

ンの弓,琴の胴,琴柱,三味線の稗など),船舶材 (権,船底,造作),彫刻材 (版木,置物など),ろ

くろ細工,下駄の歯,櫛材,経木材,薪炭材,シタン･コクタンの模擬材などに用いられる｡樹皮はい

わゆる樺細工 ･桜細工および曲輪の縫い合わせに用い,第の柄や鈍の柄などに巻く｡

オオヤマザクラ (PI･unussargentl'1-Rehder)(写真146貢)

散孔材｡道管は単独ないし2-6個不規則に複合し,直径は80Flm以下となる｡道管は単穿孔を有し,

内壁にらせん肥厚がみられる｡道管放射組織間壁孔は小さくやや多い｡放射組織はほぼ同性でト4列と

なり,高さは1mm以下｡

分布範囲は温帯｡本州 (中部地方以西),北海道,樺太,朝鮮に分布する｡陽樹であり,常に陽光の

あたるところを好む｡適潤またはやや乾燥する尾根筋および尾根に按する斜面に生える落葉高木｡

材は建築材 (洋風建築,高級建築の敷居,廊下など),器具材 (和洋家具,陳列棚,寄木,木象なめ

パイプ,スキー,菓子型,硝子型,足袋型,印刷具,折木,鏡台,洋枝,洋傘の柄,定規,額縁,器械

箱,念珠,紡績用木管,唖鈴,梶棒,和風指物,漆器生地など),楽器材 (琴柱,三味線の梓,,琵琶の

胴および撰ならびに同腹板,バイオリンの弓,洋楽器の外囲など),彫刻材 (版木,印,指物など),せ

ん作材 (挽物類),櫛材などに用いられる｡
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オオシマザクラ (P'unuslannesL'anaWilsonvar.specllosaMakino)(写真147頁)

散孔材｡道管は単独ないし2-6個不規則に複合し,直径は100JJm以下となる｡道管は単穿孔を有し,

内壁にらせん肥厚がみられる｡道管放射組織間壁孔は小さく多数｡放射組織はほぼ同性で1-4列となり,

高さは1mm以下｡ビスフレックがみられる｡

分布範囲は暖帯｡房総半島,伊豆半島,伊豆七島に分布する｡陽樹であり,常に陽光のあたるところ

を好む｡山地に生える落葉高木｡

材は建築材 (柱,天井板,床板,敷居,装飾造作など),器具材 (家具類,帆,椅子,寄木,箸,杓

チ,盆,梶,刷子生地など),機械材 (度量器,尺度,時計枠など),楽器材 (オルガンの外囲),琴の

胴など,船舶材 (檀,船底など),彫刻材 (版木,置物など),せん作材 (ろくろ細工),下駄,経木,

薪炭材などに用いられる｡

ソメイヨシノ (P'unusxyedoensl'SMatsumura)(写真148頁)

散孔材｡直径50FLm以下の道管が単独ないし2-10個ときにそれ以上が放射状に複合する｡道管は単

穿孔を有し,内壁にらせん肥厚がみられる｡道管放射組織間壁孔は小さく多数｡放射組織は同性でト6

列となり,高さは1mm以下｡傷害垂直細胞間道がみられることがある｡

オオシマザクラとエ ドヒガンとの雑種で,伊豆半島で江戸時代にできたものである｡広く観賞用に栽

培される落葉高木で高さ7m内外となる｡

ヒカンザクラ (Prunusce'aso''desD.Donvar.campanulataKoidzumi)(写真149頁)

散孔材｡道管は単独ないし2,3個複合する｡年輪始めに直径8011mで他の道管よりもやや大きい道

管が環孔状にならぶ｡道管は単穿孔を有し,内壁にはらせん肥厚がみられる｡放射組織はほぼ同性とき

に異性 Ⅰ型で1-9列となり,高さは通常1mm以下,まれに1mmを越える｡ビスフレックがみられる｡

分布範囲は亜熱帯から暖帯南部｡琉球 (野生化),台湾,中国,ヒマラヤに分布する｡暖地に栽培す

る落葉高木｡

マメザクラ (P'unusllnc''saThunberg)(写真150頁)

散孔材｡道管の直径は50-60〟mで単独ないし2-5個放射状,斜線状ないし塊状に複合する｡道管は単

穿孔を有し,内壁にらせん肥厚がみられる｡道管に着色物質がみられることがある｡軸方向柔細胞に結

晶が存在する｡道管放射組織間壁孔は小さく多い｡放射組織は同性ないし異性でト3列となり,高さは

1mm以下｡放射組織縁辺部には方形細胞が多い｡放射柔細胞に洋酒棒状の巨大結晶細胞がみられること

がある｡ビスフレックが出現する｡

分布範囲は温帯｡本州 (中部地方,関東地方)に分布する｡陽樹であり常に十分な陽光を要求する｡

山地に生える落葉小高木で幹は高さ3-10m,胸高直径30cmに達する｡材は建築材,器具材,印版,せん

作材,薪炭材などに用いられる｡

チョウジザクラ (P'unusapetalaFr.etSav.)(写真151頁)

散孔材｡道管は直径 100Ilm以下で,単独ないし2-5個が放射状,斜線状あるいは塊状に複合して分

布するが,年輪外境で直径20-30〃mとなる｡道管は単穿孔を有し,内壁にらせん肥厚がみられ,側壁

には交互壁孔が存在する｡道管放射組織間壁孔は小さくやや多い｡放射組織は同性ないし異性でト3列

となり,高さは1mm以下｡放射組織縁辺部には方形細胞が多い｡ビスフレックがみられる｡

分布範囲は温帯｡本州,九州にに分布する｡山地に生える落葉小高木｡

- 93 -



木材 研 究 ･資料 第33号(1997)

サクラ属モモ亜属 (pruJluSL.Subgen.Am ygdaltlSFocke)

モモ (PTunuSPeTSjcaBatsch)(写真 152頁)

散孔材｡道管は直径50FLm以下で,単独ないし主に放射方向に2-5個あるいはそれ以上が複合して一

様に分布するが,年輪内境で径が大きく70-120〝mとなり,環孔状の様相を呈する｡道管は単穿孔で,

内壁にらせん肥厚を有し,内腔にはしばしば暗色の着色物質が詰まる｡道管放射組織間壁孔は小さくや

や多い｡放射組織は異性で1-6列となり,高さはおおむね 1mmときに1mmを越える｡部分的にさや細

胞がみられる｡

分布範囲は温帯｡中国北部原産であるが,日本では縄文土器と共に種子の出土がみられるので,既に

当時から栽培されていたものと考えられる｡落葉小高木｡辺材は黄白ないし黄褐色,心材は紅褐色｡材

質･用途は上記ウメに準ずる｡

サクラ属スモモ亜属 (prunllSL.Sllbgen.Pru us)

スモモ (Prunussal''C''naLindley)(写真 153頁)

散孔材.年輪始めに直径80FLmとやや大きめの道管が接線方向に2-6個複合して一列に並び,他は直

径50〃m以下｡道管は単穿孔を有し,内壁にらせん肥厚がみられる｡道管に平板状のチロースが存在

する｡道管に着色物質が多い｡道管放射組織間壁孔は小さく多い｡放射組織は異性で1-6列となり,高

さ1mm以下｡さや細胞がみられる｡顕著な傷害垂直細胞間道がみられる｡

中国原産｡日本では果実を食用のために栽培する｡現在では野生はない｡

ウメ (PrunusmumeSieb.etZucc.)(写真 154頁)

散孔材｡道管は直径50FLm以下で,単独ときに2-4個が放射状ないし斜線状に複合して一様に分布す

るが,年輪内境で70-100〝mの大きめの道管がやや接近して1-3層の環孔状の様相を示す｡道管は単穿

孔を有し,内壁にらせん肥厚がみられる｡道管内腔にはしばしば着色物質が詰まる｡道管放射組織間壁

孔は小さく多い｡放射組織は異性で,1-6列となり,高さは2mm以下｡さや細胞が部分的にみられる｡

傷害垂直細胞間道が存在する｡

中国中部原産であるが,日本には西暦700年以前に伝来し,広く栽培された落葉小高木｡九州 (大分

県)に野生化しているところがある｡陽樹で,陽光のよくあたる肥よくな砂質土壌を最も好む｡辺材は

黄褐色,心材は紅褐色｡堅硬･撤密で重く,強さも比較的高い｡建築 (床柱),器具 (小細工,箱,算盤

玉,念珠,櫛,柄),彫刻｡樹皮は薬用に,果実は食用と染色媒染剤になる｡

アンズ (prunusaL･menl'acaL)(写真 155頁)

散孔材｡年輪始めに直径60-70FLmの道管が1-2列でならび,その他は直径30pmの道管が一様に分

布する｡道管は単穿孔を有し,内壁にらせん肥厚がみられる｡また,道管内腔に着色物質を含む｡道管

放射組織間壁孔は小さく多数｡放射組織はほぼ同性で1-5列となり,高さは1mm以下｡

分布範囲は温帯｡世界の温帯に広く栽培されるが,中部アジアのやや乾燥地帯に多く栽培される｡日

本では中国から古代に伝来した｡
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マメ科 (LegzLJnosae)

ネムリグサ亜科 (subfam .Mimosoideae)

ネムノキ属 (AlbizziaDtLraZZini)

ネムノキ (〟bl'zzfajul''bn'ss''nDurazzini)(写真156頁)

環孔材｡孔圏道管は大きく300/Jmに達し,多列 (3-5列)で配列は密ではない｡道管の直径の移行

は比較的緩やかである｡孔圏外の小道管はほぼ単独ときに2-4個が放射方向に複合する｡道管は単穿孔

で,内腔にはチロースや着色物質がみられることがある｡軸方向柔組織は周囲状,翼状ないし連合翼状

で,年輪界では帯状となる｡軸方向柔細胞は,ときに多室結晶細胞を含む｡道管放射組織間壁孔は小さ

く多い｡放射組織は同性でト4列となり,高さは0.5mm以下｡

分布範囲は暖帯から熱帯｡本州,四国,九州,琉球,朝鮮,中国,南アジアに広く分布する｡陽樹で

あり常に十分な陽光を要求する｡やや乾燥する尾根筋あるいは尾根に接する斜面に多く生ずる｡しかし,

適潤で肥沃な緩傾斜地に生ずるものが最もよく生育する｡原野や河岸などに生える落葉高木｡辺材は黄

白色,心材は黄灰褐色｡肌目は粗い｡やや軽軟で,あまり強くなく,脆い材で,耐朽 ･保存性も低く,

反張しやすい｡建築 (屋根板),家具 (箪笥の前板,帆),器具 (胴丸火鉢,馬鞍,柄,箱,鎌の柄,斧

の柄,天秤棒,小細工物など),車柄材 (車輪の骨),下駄の歯,せん作材などに用いられる｡

ハナズオウ属 (cercisL.)

ハナズオウ (cercJsch''nens''sBunge)(写真157頁)

環孔材｡孔圏道管は直径60-80/Jmで,2-5列となる｡孔圏外道管は小集団をなして放射状,斜線状な

いし接線状に並ぶ｡道管は単穿孔を有し,内壁にらせん肥厚がみられる｡道管側壁に交互壁孔｡道管内

腔には着色物質が存在する｡道管放射組織間壁孔はやや大きく多数｡放射組織は異性ⅠⅠ型とⅠⅠⅠ型でト5

列となり,高さは1mm以下,ときに1mmを越える｡

分布範囲は温帯から暖帯｡中国原産｡日本にはすでに1695年には入っていた｡庭園に栽培する高さ2-

4mの落葉低木または小高木｡ハナズオウの名は花の色がスオウ (蘇芳,caesalp''n''asappanL.:わが国

では,材が古来から染料として用いられる)の色に似ていることに由来する｡

ジャケツイバラ属 (caesalpiniaL.)

ジャケツイバラ (Caesalpl'nladecapetalaAIston)(写真158頁)

環孔材｡孔圏道管は直径200-300〃mのものがほぼ一列にならぶ｡孔圏外では道管径が50〟m前後の

ものが単独ないし放射方向に2-10個塊状に集合する｡全体としては散孔材のようにみうけられる｡道管

は単穿孔を有し,内腔に着色物質がみられる｡軸方向柔細胞には多重結晶細胞が存在する｡道管側壁に

交互壁孔｡道管放射組織間壁孔は小さく多数｡放射組織は同性で1-6列となり,高さは1mm以上,とき

に2mm以上となる｡

分布範囲は暖帯｡本州 (山形県,福島県以西),四国,九州,琉球,中国,ヒマラヤ,インド,スリ

ランカ,東南アジアに分布する｡河原や崖崩れなど,よく日のあたるところに生える落葉低木｡

サイカチ属 (GleditsiaL.)

サイカチ (Gled''tsl'ajapon''caMiquel)(写真159頁)

環孔材｡孔圏道管は直径200-300fJmで,3-5列,ときに10列と広く,孔圏外の小道管は2-多数が塊

状に複合して斜線状,帯状,連続翼状ないし紋様状の集団となる｡年輪外境では接線方向に帯となって

連続する傾向がある｡道管は単穿孔を有し,内腔には着色物質が詰まる｡小道管にはらせん肥厚が著し
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い｡大道管の側壁の壁孔はらせん状に流れる｡軸方向柔組織は孔圏内ではきわめて幅の広い帯状となり,

孔圏外では翼状ないしは連合翼状となる｡軸方向柔細胞に多重結晶細胞がみられる｡放射組織は同性で

1-10列となり,高さは1mm以下であるがときに1mm以上となる｡放射組織にはさや細胞がみとめられ

るが顕著ではない｡

分布範囲は暖帯から温帯｡本州 (中南部),四国,九州,朝鮮,中国に分布する｡陽樹であり,日当

たりのよい湿気のある河岸,渓流沿い,谷間またはこれに続く緩傾斜地などに野生し,またときに庭に

植えられる落葉高木｡日本の鮮新世や洪積世から遺体が出土する｡辺材は黄白色,心材は蕎夜色｡肌目

は粗い｡やや重く,やや強く,硬い材｡建築材,箱類,荷鞍,寄木細工物,井戸側,家具,薪炭材など

に用いられる｡英は洗濯,染料,薬用とする｡根皮や木の刺を薬用とし,花も薬湯に用いる｡

ソラマメ亜科 (subfan.Faboideae)

フジキ属 (cladrastisRafinesqtle)

ユクノキ (Cladrastl'ssl'kokIanaMakino)(写真 160頁)

環孔材｡孔圏道管は直径200/Jmで他よりも大きく疎らに並ぶ｡孔圏外道管は単独ないし2-7個 (小

道管は十数個)複合してほぼ平等に分布するが,年輪外境でやや少なく,直径も小さい｡しかし全体と

しては散孔材と見間違えやすい｡道管は単穿孔を有し,内壁にはらせん肥厚がみられる｡軸方向柔組織

は顕著な周囲状,翼状,ターミナル状の配列を示し,ときには接線方向に連なることがある｡軸方向柔

細胞には結晶が存在する｡道管放射組織間壁孔は小さく多い｡放射組織は同性でト6列となり,高さは

1mm以下｡

分布範囲は温帯｡本州 (関東以西),四国,九州に分布する｡山中に生えるまれな落葉高木｡

フジキ (cladrastisplatycaq'aMakino)(写真161頁)

環孔材｡孔圏は直径 150-200lJmのやや大形の道管が1-2列並ぶ｡その存在が比較的疎らでやや散孔材

的な傾向を示す｡孔圏外では道管の大きさと数を急に減じ,はじめ単独または数個が複合したものが疎

らに散在するが,次いで多数集合して接線方向の帯状から波状,ときに分岐する紋様をあらわす｡道管

は単穿孔を有し,内壁にらせん肥厚がみられる｡軸方向柔細胞は顕著な周囲状およびターミナル状に配

列する｡放射組織はほぼ同性ときに異性でト7列となり,高さは1mm以下｡幅の広い放射組織にはしば

しばさや細胞がみられる｡放射組織の縁辺の細胞に結晶が存在する｡

分布範囲は温帯｡本州 (福島県以西),四国,中国に分布する｡陽樹であるが少し耐陰性があり,山

中に生えるまれな落葉高木｡辺 ･心材の区別は不明瞭で灰白色ないし黄褐色｡肌目は粗い｡やや重硬で

強靭｡量的にまとまらないので特定の用途はないが,建築雑造作,洋傘の柄,天秤棒,箪笥の鏡板,秩

道枕木,せん作材,すき櫛の鞘,箸,薪炭材などに用いられる｡

イヌエンジュ属 (MaackiaRupr.etMaxim.)

イヌエンジュ (Maackiaamu'ensl'sRupr.etMaxim.subsp.buergeTiKitamura)(写真 162頁)

環孔材｡孔圏は幅が広く,孔圏道管の直径は200〃m前後とやや大きい｡孔圏外の小道管は集団をな

して按線状ないし斜線状に複合し,年輪界では帯状となる｡道管は単穿孔を有する｡小道管は層階状に

配列し,内壁にはらせん肥厚がみられる｡軸方向柔細胞も層階状構造をなし,幅の広いターミナル状,

周囲状および翼状の柔組織を形成する｡道管放射組織間壁孔は小さく多い｡放射組織はほぼ同性,とき

に異性で1-8列で大部分は6-8列となり,高さは1mm以下｡放射組織にさや細胞がみられる｡

分布範囲は温帯｡北海道,本州 (東北,関東,中部地方)に分布する｡陽樹｡山中に生える落葉高木｡

辺材は黄白色,心材は暗黄褐色｡肌目は粗いが木理は美しい｡やや重く,概して強靭で堅い｡心材の耐
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朽･保存性は高い｡洋風建築の床板や腰板,床柱,床板,床板,落し懸け,洋家具,鏡台,花瓶台,茶

棚,置棚,帆,箱,煙草盆,農具の柄,馬鞍,手斧の柄,和風指物,卓子,寄木細工,針箱,額縁,莱

子器,盆,箸箱,将棋駒,ラケット,銃座,漆器木地,三味線の胴,琴の胴,太鼓の胴,枕木,彫刻材,

せん作材,薪炭材などに用いられる｡

クララ属 (sophoraL.)

エンジュ (Sopムo'ajapon''caL.)(写真163頁)

環孔材｡孔圏道管は直径25011mで,1-6列となり,比較的密に配列する｡孔圏外道管は直径が急激

に減少し,平等に散在するがやや斜線状にならぶ傾向がある｡道管扶単独で存在するが孔圏外では2-3

個複合することがあり,年輪外境では集団状かつ接線状に不規則に複合する｡道管は単穿孔を有し,内

壁にらせん肥厚がみられる｡軸方向柔細胞は周囲状ないし翼状となり,年輪界では帯状に長く連なる｡

軸方向柔細胞に結晶が存在する｡道管放射組織間壁孔は小さく多い｡放射組織は同性でト6列となり,

高さ1mm以下｡

分布範囲は温帯｡中国北部の原産｡古くより日本に伝来し,広く栽培される｡材は有用で建築材 (床

柱,床板),器具 (煙草盆,額縁,柿,盆,杓子,馬按,指物,箸,小細工物,寄木,摺臼歯,洋傘柄,

将棋駒,ラケット,農具),家具 (鏡台,和洋家具,茶棚),楽器 (三味線その他弦楽器の胴),せん作,

彫刻,車輪,薪炭材などに用いられる｡

エ二シダ属 (Sarothanuswim er)

エニシダ (sarothamusscopan'usWimm.exKoch)(写真 164頁)

紋様孔材｡道管の占有率は高い｡道管は接線状,放射状,斜線状に集団となって分布する｡道管は直

径70〃m以下で,単穿孔を有し,内壁にはらせん肥厚がみられる｡道管は柾目面では層階状にみられ

る｡道管側壁に交互壁孔｡道管放射組織間壁孔はふるい状でやや大きい｡放射組織は異性で1-8列とな

り,高さは1mm以下,ときに1mmを越える｡放射組織にさや細胞がみられる｡

分布範囲は温帯から暖帯｡原産地は地中海沿岸,ヨーロッパに広 く野生化する｡日本には延宝年間

(1673-1683)に伝来した｡庭に栽培する落葉低木｡

ハリエンジュ属 (RobiniaL.)

ハリエンジュ(ニセアカシア)(Rob''nI'apseudo-acacL'aL.)(写真 165頁)

環孔材｡孔圏道管は直径300FLmで2-3列となり,孔圏外に移行するにしたがい大きさと数を減じ,

按線状,斜線状に多数が複合する｡道管内壁にはらせん肥厚がみられ,内腔にはきわめて顕著なチロー

スが密に詰まる｡らせん肥厚を有する仮道管が存在する｡軸方向柔組織はターミナル状,周囲状でとく

に孔圏外では周囲柔組織が按線状に長く連なる｡道管放射組織間壁孔はやや大きく多い｡放射組織は同

性で1-6列となり,高さは1mm以下｡

分布範囲は温帯から暖帯｡北米原産で,世界に広く植えられている｡街路樹ないしは庭木に植えられ

る落葉高木｡材は堅くかつ重く,耐久力が強い｡材は器具材 (指物,ろくろ細工,木釘,柄類,家具,

木工など),土木用材 (杭,支柱,枕木など),車柄材,船舶材 (部材,帆柱),機械材 (部材),包装材

(函など),薪炭材などに用いられる｡

ナップジ属 (MillettiaWightetAenott)

ナツフジ (M''JleltjajaponJ'caA.Gray)(写真 166頁)

環孔材｡直径200〃m以下の道管が孔圏を形成する｡孔圏外では直径 10-30〃mないし50-100JJmの
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小道管が塊状にみられる｡道管は単穿孔を有し,小道管の内壁にらせん肥厚がみられる｡板目面で道管

が層階状に配列する｡放射組織は1-6列ないしそれ以上となり,高さ3mm以上となる｡

分布範囲は暖帯｡本州 (東海道,近畿以西),四国,九州,朝鮮 (南部)に分布する｡山中で他の木

に巻き付いて生活する藤本｡

フジ属 (wisteriaNutt.)

ヤマフジ (W''sten'abrachybotn,sSieb.etZucc.)(写真167頁)

環孔材｡孔圏道管は直径350〃mに達し,単独ないし2-3個複合する｡孔圏外道管は直径 10-20〃mで

20-40個が集団をなして複合する｡道管は単穿孔を有し,側壁に交互壁孔がみられる｡小道管にらせん

肥厚が存在する｡板目面では小道管が層階状に配列する｡多重結晶細胞がみられる｡放射組織は同性で

1-8列となり,高さは1mm以下｡

フジ (wl'steriaDon'bundaDC.)(写真168頁)

環孔材｡孔圏道管は200FLm以上で,ときに350FLmに達する｡孔圏外の小道管は小さく他の構成細

胞と区別がしにくいが,塊状となって多数分布する｡材内師部があるのが大きな特徴となる｡道管は単

穿孔を有し,小道管にはらせん肥厚が存在する｡小道管と軸方向柔細胞は層階状に配列する｡軸方向柔

細胞には多重結晶細胞が多数みられる｡放射組織は同性で1-10列となり,高さは通常 1mm以下である

がときに1mmを越える｡

分布範囲は温帯から暖帯｡本州,四国,九州に分布する｡山林中に他の木に巻きついて生活する落葉

藤本｡日本の鮮新世や洪積世から遺体が出土する｡古来から庭に植えられる｡古代のフジはヤマフジで

はなく本種である｡つるは非常に強靭で,ものを縛ったり,かご,ざるなどを編むのに用いられる｡

ハギ属 (LespedezaMichx･)

キハギ (LespedezabueTgen'Miquel)(写真 169頁)

環孔材｡孔圏道管は50-10011mで,接線方向に不連続となる｡孔圏外道管は20-30FLmとなり,単独

ないし2,3個複合する｡孔圏外ではしばしば10個以上が単独のまま集団となって分布する｡軸方向柔

細胞は孔圏外で翼状ないし連合翼状となり,年輪外境でときに何本も帯状となる｡道管は壁が厚く,単

穿孔を有し,内腔にゴム質が詰まる｡道管放射組織間壁孔はふるい状で小さく多数｡放射組織は異性で

1-6列となり,高さは1mm以下,ときに1mmを越える｡放射組織にまれに大形の結晶細胞がみられる｡

放射組織にさや細胞がみられる｡

分布範囲は暖帯｡本州,四国,九州に分布する落葉低木｡

マルバハギ(ミヤマハギ)(LespedezacyTtObotn,aMiquel)(写真170頁)

環孔材｡孔圏道管は直径 100llm以下で1-3列にならび,孔圏外道管は小集団をなして斜線状ないし

接線状に並ぶ｡道管は壁が厚く単穿孔を有し,内腔には着色物質が詰まる｡軸方向柔組織は周囲状,塞

状,連合翼状ないし帯状となる｡軸方向柔細胞はときに多重結晶細胞となる｡道管放射組織間壁孔は小

さく多数｡放射組織は同性で1-10列となるが放射組織の幅は広くみえる｡放射組織の高さは1mm以下｡

分布範囲は本州,四国,九州,朝鮮,中国｡

ヤマハギ (Lespedezab''colorvar.japon''caNakai)(写真 171頁)

環孔材｡直径 100-150〟mの道管が幅広い孔圏を形成し,道管は2-6個不規則に複合する｡年輪外境の

道管は集団をなすが軸方向柔細胞と区別がつきにくい｡道管は単穿孔を有し,側壁に交互壁孔がみられ
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る｡軸方向柔組織は周囲状,翼状,連合翼状ないし帯状となり,柾目面や板目面では層階状配列を呈す

る｡年輪内境の柔細胞は帯状となる｡孔圏外道管は軸方向柔細胞とともに年輪後半でアメーバ状の外観

を呈する｡放射組織は異性で1-3列となり,高さは1mm以下｡放射組織にさや細胞がみられる｡

分布範囲は温帯から暖帯｡北海道,本州,四国,九州,朝鮮,満州,ウスリー,中国北部に分布する｡

山の草地に生える半低木｡

クズ属 (PuerariaDC.)

クズ (pueTaTialobalaOhwi)(写真172頁)

環孔材｡孔圏道管は3001400FLmに達し,孔圏外では小道管が多数小塊状に集合する｡道管は単穿孔

を有する｡軸方向柔細胞に多重結晶細胞が多数みられる｡広放射組織を有し,放射柔細胞は特に多く,

形が丸いものが多い｡放射組織の高さは5mm以上となる｡

分布範囲は北海道,本州,四国,九州,朝鮮,中国に分布する藤本｡クズの繊維は織布に用いられる｡

また,クズの根を乾かしたものを漢方で葛根 (カッコン)といい薬用に供される｡

トウダイグサ科 (Euphorbiaceae)

カンコノキ属 (GlochidionForster)

カンコノキ (GlochJ'dl'onobovatumSieb.etZucc.)(写真 173頁)

散孔材｡直径80〃m以下の道管が2-20個放射方向に複合して分布する｡道管は単穿孔を有し,側壁

に交互壁孔がみられる｡隔壁木繊維が目立つ｡道管放射組織間壁孔は小さく多数｡放射柔細胞に単穿孔

が見られることがある｡放射組織は主に異性ⅠⅠ型ときにⅠ型で5列となり,高さはほぼ2mm以下｡放射

組織にさや細胞が存在する｡ビスフレックがみられる｡

分布範囲は暖帯｡本州 (近畿地方以西),四国,九州,琉球に分布する｡海に近い丘陵に生える落葉

低木で,幹は高さ1-6m｡

ヒトツバハギ属 (sem血 egaJussieu)

ヒトツバハギ (secun'negaSuJT'utJ'cosaRehdervar.japonJ'caHurusawa)(写嘉 I74頁)

環孔材｡孔圏道管は100〃m前後で,孔圏外道管はト3列となり,径は漸減し,年輪外境では30〃m

となる｡道管は単穿孔を有し,内腔にはチロースが詰まる｡隔壁木繊維が存在する｡繊維状仮道管は1-

6列となって年輪外境に並び,その内壁にはらせん肥厚がみられる｡放射組織はほぼ同性でト6列となり,

直立細胞と方形細胞とからなる｡放射組織の高さは1mm以下｡

分布範囲は暖帯｡本州 (中西部),四国,九州,朝鮮に分布する｡丘陵に生える落葉低木｡

ヤマヒハツ属 (An tidesmaL.)

ヤマヒハツ (4ntfdesmajapon''cumSieb.etZucc.)(写真 175頁)

散孔材｡道管は直径50〃m以下で,30-40〃mのものが多く,放射方向に2- 10細胞ときにそれ以

上複合する｡道管は単穿孔および階段穿孔を有し,階段の数は10本以内｡道管側壁に交互壁孔｡道管放

射組織間壁孔は階段状ないし大形のレンズ状となる｡放射組織は異性ⅠとⅠⅠ型で1-4列となり,高さは

3mm以上となる｡放射組織は直立細胞と方形細胞のみからなる混在型｡放射柔細胞はやや大形となり,

穿孔がみられる｡

分布範囲は暖帯から亜熱帯｡本州 (和歌山県),四国,九州,琉球,台湾に分布する｡暖地の山野に

生える常緑の小低木｡
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アカギ属 (BischofiaBl.)

アカギ (Bl'schoHajavan''caBl･)(写真176頁)

散孔材｡直径100JJm以下の道管が単独ないし2-5個放射状および塊状に複合する｡年輪界は不鮮明｡

やや厚壁のチロースが無数に発達するため木口面で道管が5個以上複合しているかのような印象を受ける｡

木繊維壁は厚い｡道管放射組織間壁孔は少数が対列状であったりレンズ型のものが階段状に並んだりす

る｡放射組織は異性でト8列となり,高さは2mm以下｡さや細胞がみられる｡直立細胞にはしばしば結

晶が存在する｡直立細胞は上下に二つに分かれてみられることがある｡

分布範囲は熱帯｡琉球,中国南部,アジアの熱帯,オーストラリア,ポリネシアに分布する半常緑性

の高木｡小笠原に野生化し特に母島で非常な勢い繁殖している｡アカギの名は材が帯赤褐色であること

による｡材は高級で家具や建築に用いられる｡また,街路樹に用いられる｡

アブラギリ属 (AleuritesForst.)

アブラギリ C4JeuI･ilescoTdataR.BrownexSteudel)(写真 177頁)

環孔材｡孔圏道管は200-300/Jmとなり,1-6列をなす｡道管は孔圏外に向かって徐々に径が減ずる｡

孔圏外道管は壁がやや厚く,単独ないし2-6個複合する｡道管は単穿孔を有し,内腔にチロースがみら

れる｡道管放射組織間壁孔は小さくやや多い｡放射組織は単列異性で,高さはしばしば1mm以上とな

る｡なお,放射組織の大半は方形ないし直立細胞からなり,平伏細胞は少ない｡放射柔細胞にときに単

穿孔が存在する｡

分布範囲は暖帯｡本州 (中南部),九州,中国中南部に分布する｡山地に生えまた栽培する落葉高木｡

日本の鮮新世や洪積世から種子の遺体が出土する｡種子から桐油をとる｡材は器具,漆器をみがく木炭

に,樹皮は皮をなめすタンニン,染料をとる｡

アカメガシワ属 (MallotusLour.)

アカメガシワ (Mallotusjaponl'cusMueller-Arg.)(写真178頁)

環孔材｡孔圏道管は250llmとやや大きく,放射方向に2-5個複合してややまばらな管孔を形成する｡

孔圏外の小道管は軸方向柔細胞を間に挟んで数個が放射状に複合する｡孔圏外の小道管の壁は厚い｡道

管は単穿孔で,側壁には交互壁孔を有する｡軸方向柔細胞は上記の複合小道管に伴うものの他に散在状

ないし短接線状に分布し,内部に結晶が認められる｡道管放射組織間壁孔は′トさく多い｡放射組織は単

列異性 (ときに部分的に2列)で,おおむね1mm以下,ときに1mmを越える｡直立細胞は上下に二つ

に分かれ,内部に結晶を有する｡放射組織の平伏細胞は低く直立細胞は高く連なる｡

分布範囲は暖帯｡本州 (秋田県以南),四国,九州,朝鮮,琉球,台湾,中国に分布する｡陽樹であ

り,常に十分な陽光を要求する｡山野に普通にある落葉小高木｡辺･心材の区別なく,ともに淡黄褐から

黄白色｡肌目は粗くやや軽軟｡建築 (床柱),器具 (秤,箱,盆),車柄,下駄,薪炭材などに用いられる｡

シラキ属 (sapiqJnP.Br.)

ナンキンハゼ (sap''umsebl'feTumRoxb.)(写真179頁)

散孔材｡年輪界は不鮮明｡直径150〟m以下の道管が2-4個放射状に複合する｡道管は単穿孔を有し,

内腔にチロースが詰まる｡道管相互の壁はやや厚い｡軸方向柔細胞は散在状となる｡柾目面で軸方向柔

細胞が一定間隔で並ぶ｡道管放射組織間壁孔はやや小さく多い｡放射組織は単列異性であるがときに2

列となり,高さは1mm以下｡

分布範囲は暖帯から亜熱帯｡中国の原産で,中国では山東省から広東省,雲南省まで分布する｡日本

では九州の一部に野生化している｡陽樹で,栽培する落葉高木｡日本の鮮新世や洪積世から種子の遺体
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が出土する｡材は細工物,秤の柄,彫刻材,器具材,靴型,帽子型,パルプ材などに用いられる｡

シラキ (sap'lumjapon''cumPaxetHofrm.)(写真180頁)

散孔材｡道管は直径50-100〟nlで,単独ないし2-5個放射方向に複合して平等に分布する｡道管の分

布は疎らとなる｡道管は単穿孔を有し,壁は厚い｡軸方向柔細胞は散在状および疎らな周囲状に配列し,

多重結晶細胞を有する｡道管放射組織間壁孔は小さくやや多い｡放射組織は単列異性で,高さは2mm

以下｡放射組織は主に直立細胞と方形細胞からなり平伏細胞は少ない｡直立細胞が上下に二つに分かれ

て,内部に共に結晶を有する｡放射組織に単穿孔がみられることがある｡ビスフレックが認められる｡

分布範囲は暖帯から温帯下部｡本州 (岩手県以南),四国,九州,琉球,朝鮮,中国に分布する｡陽

樹で,山地に生える落葉小高木｡辺･心材の区別不明瞭で,ともに白色ないし黄白色｡肌目は撤密で,

やや重硬｡普通は薪炭用｡印篭など小細工物にも用いられる｡果実から乾性油が得られ灯用,塗料にな

るが,毒性があるため食用にはならない｡

コミカンソウ属 (phyllanthusL.)

コバンノキ (phyllanthusflexuosusMuell.lArg.)(写真181頁)

環孔材｡孔圏道管は直径 100FLmくらいで2-3列となる｡孔圏外道管は直径5011m以下で不規則に多

数が複合し,年輪外境では接線方向に並ぶ傾向がある｡道管は単穿孔を有し,内壁にはらせん肥厚がみ

られる｡道管側壁に交互壁孔｡道管放射組織間壁孔はやや小さく多数｡放射組織は異性Ⅰ型とⅠⅠ型で1-4

列となり,高さはしばしば1mm以上｡放射組織はしばしば軸方向に2個以上連なる｡放射組織の個々の

細胞は比較的大きく,単穿孔がみられる｡

分布範囲は温帯下部から暖帯｡本州 (岐阜県,福井県以西),四国,九州,琉球,中国,ヒマラヤに

分布する｡山林の川のふちなどに生える低木｡

ユズリハ科 (Dap』iphyuaceae)

ユズリハ属 (DaplmiphylltL-BlⅧ e)

ヒメユズリハ (Daphnl'phyllumte'jsmaJ】∫7'll'Zo11.)(写真182頁)

散孔材｡道管は直径50-60llm以下で単独ないし2-4個が塊状に複合する｡年輪界はやや不明瞭となる｡

道管は階段穿孔を有し,階段の数は多く40本以上に達する｡年輪外境で木繊維壁が厚くなる｡軸方向柔

細胞は散在状でかつ少ない｡道管放射組織間壁孔は対列状ないし階段状となる｡放射組織は異性ⅠⅠ型,

ときにⅠⅠⅠ型で1-2列となり,高さは1mm以下,しばしば1mmを越える｡放射組織が2-3個軸方向に連なる｡

分布範囲は暖帯から亜熱帯｡本州 (中南部),四国,九州,朝鮮,琉球,台湾に分布する｡陰樹であ

り,暖地の海岸に多い常緑高木｡材は器具材 (箱類,小細工物,漆器生地など),せん作材,薪炭材な

どに用いられる｡葉は正月の飾りに使われることがある｡

ユズリハ (Daphn''phyllummac'opodumMiquel)(写真183頁)

散孔材｡直径50JJmのきわめて小径の道管が単独ないし2-3個複合して多数が平等に分布する｡道管

の占有率は高い｡道管は階段穿孔を有し,階段数がときに50本以上と多くかつ細い｡軸方向柔細胞は散

在状でかつ少ない｡道管放射組織間壁孔は非常に小さく,対列状でときに階段状となる｡放射組織は異

性でト2列,高さはときに1mm以上となる｡放射柔細胞の壁は厚い｡ヒメユズリハとともに放射組織が

主に2列であることでシキミ属 (Ill'cjum)とは区別がつく｡

分布範囲は暖帯｡本州 (中南部),四国,九州,南朝鮮,中国 (中部)に分布する｡陰樹で山中に自
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生し,ときに庭に植える常緑高木｡辺 ･心材の区別なくともに灰黄色｡肌目は撤密でやや重硬,割 りに

くい｡材は器具 (箱類,漆器木地,小細工物),せん作材,薪炭材などに用いられる｡葉は正月の飾 り

に用いられる｡

ミカン科 (Rutaceae)

サンシヨウ亜科 (sllbfam .Rutoideae)

コウサギ属 (orixaThunberg)

コクサギ (on'xajaponicaThunberg)(写真184頁)

紋様孔材｡直径50〟m以下のきわめて小さい道管が集団をなして斜線状あるいはⅩ字状に配列する｡

道管は単穿孔を有し,側壁にはまばらな有縁壁孔がみられる｡道管の内壁にらせん肥厚がみられる｡軸

方向柔細胞は少ない｡道管放射組織間壁孔は大形で疎らにみられる｡放射組織はほぼ同性で通常は単列

であるがときに2列となり,高さは1mm以下で縦に連結することがある｡

分布範囲は温帯から暖帯｡本州,四国,九州,朝鮮南部,中国に分布する｡山野の林下に普通な落葉

低木｡植物体に強い臭味がある｡材の利用特になし｡

ハマセンダン (Evodl'amelJ'aero1}'aBentham)(写真 185頁)

環孔材｡孔圏道管は1-5列となり,大きさは15011m以上でしばしば200FLmを越える｡孔圏外道管は

小さく斜線状ないし按線状に複合する｡道管は単穿孔を有し,内壁にはらせん肥厚がみられる｡軸方向

柔細胞は周囲柔組織を構成する｡軸方向柔細胞は多重結晶細胞となる｡道管放射組織間壁孔はやや小さ

く多い｡放射組織は同性ないし異性ⅠⅠⅠ型で1-7列となり,高さは1mm以下｡

分布範囲は暖帯南部から亜熱帯｡本州 (三重県,広島県,山口県),四国,九州,琉球,台湾,中国

に分布する｡暖地の海岸の近くに生える半落葉高木｡

サンショウ (zanthoxylumplbeI･ItumDC.)(写真 186頁)

散孔材｡道管はおおむね単独ないし,ときに2-6個複合する｡年輪始めの道管は疎に配列することが

ある｡軸方向柔細胞は年輪界に1-2列で,あるいは道管の周囲に1列で配列する｡道管は単穿孔を有す

る｡軸方向柔細胞中に結晶がみられ,コウゾやクサギとは区別される｡外傷により着色物質を含む垂直

細胞間道がみとめられることがある｡道管放射組織間壁孔は小さく多い｡放射組織は異性ⅠⅠⅠ型でト2列

となり,高さは0.5mm以下｡放射柔細胞は板目面ではおおむね縦に長い長楕円形を示す｡ビスフレッ

クがみられる｡

分布範囲は温帯から暖帯｡北海道,本州,四国,九州,南朝鮮に分布する｡山中に野生するが,人家

にも栽培する｡日本の洪積世から種子の遺体が出土する｡材は杖,す りこぎなどに用いられる｡葉,種

子は食用となる｡

イヌザンショウ属 (FagaraL.)

イヌザンショウ (FagaTamantChun'caHonda)(写真 187頁)

環孔材｡孔圏道管は直径 100-150〃mで,孔圏外に向かって径が徐々に減ずる｡孔圏外道管は直径20-

50〝mで壁がやや厚く,単独で散在する｡孔圏外道管側壁には交互壁孔が存在するが,内孔口が相互に

つながってらせん状の裂目となり,らせん肥厚のようにみえる｡道管は単穿孔を有する｡道管放射組織

間壁孔は小さく多数みられる｡放射組織はほぼ同性で1-4列となり,高さは1mm以下｡放射柔細胞にも

結晶が見られる｡ビスフレックが存在する｡
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分布範囲は温帯から暖帯｡本州,四国,九州,朝鮮,中国に分布する｡山野に普通な落葉低木｡

カラスザンショウ (Faga,aa''Jantl",'desEngler)(写真 188頁)

散孔材｡道管は主に単独で存在するがときに放射方向に2個複合する｡道管径は100-150FLmと中庸

の大きさとなる｡道管は単穿孔で,側壁には交互壁孔が存在するが,内孔口が相互につながってらせん

状の裂目となり,らせん肥厚のようにみえる｡道管に着色物質がみられる｡道管の穿孔の縁が柾目面で

二重にみえる｡道管放射組織間壁孔は小さく交互状に多数並ぶ｡軸方向柔細胞は1-4列のターミナル状

にならび,結晶を含むことがある｡放射組織はほぼ同性で1-6列となり,高さは1mm以下｡ビスフレッ

クが存在する｡

分布範囲は温帯から暖帯｡本州,四国,九州,琉球,南朝鮮,中国,台湾,小笠原,フィリピンに分

布する｡陽樹であり,常に十分な陽光を必要とする｡山中に生える落葉高木｡辺 ･心材の区別ほとんど

なく,黄白ないし帯緑黄白色｡撤密ながら肌目はやや粗い材｡あまり強くなく,軽くてやや軟らかい｡

材は器具 (箱,桶類,箸,小細工),下駄,薪炭材などに利用される程度｡

ミカン亜科 (sttbfam.Aur anthioideae)

カラタチ属 (poncirusM .)

カラタチ (poncl'zluSln'{011'alaRaf.)(写真 189頁)

散孔材｡道管は直径50〟m以下で,単独ないし2-5個が放射方向に複合する｡道管は壁が厚く単穿孔

を有し,内壁にはらせん肥厚がみられ,らせんは水平に巻く｡年輪外境に帯状柔組織がみられ帯の幅は

2-6列と狭い｡傷害垂直細胞間道がみられ,着色物質が詰まる｡大型の結晶を含む軸方向柔細胞が多く,

ときに洋酒樽状に膨れる｡道管放射組織間壁孔は非常に小さい｡放射組織は同性で1-3列であるがほと

んど2列となり,高さは1mm以下｡柾目面および板目面で穿孔板が二重の線としてみえる｡

分布範囲は暖帯から温帯｡中国中部原産｡日本では古代に中国から朝鮮を経て伝来したという｡

ミカン属 (citrⅦSL.)

ザボン (C1'trusmaxl'maMerrill)(写真 190頁)

散孔材｡道管は直径 100FLm以下で,単独ないし2-5個が放射方向に複合する｡道管は単穿孔を有し,

内腔には着色物質がみられる｡道管側壁に交互壁孔｡軸方向柔組織は翼状,連合翼状ないし帯状に分布

する｡年輪後半では連続翼状から帯状の傾向が強い｡軸方向柔細胞に大型と小型の2種類の多重結晶細

胞がみられる｡道管放射組織間壁孔は小さく多い｡放射組織は同性で1-5列となり,高さは1mm以下｡

道管に按する放射組織の縁辺の細胞にはらせん状の肥厚がみられることがある｡

分布範囲は暖帯,亜熱帯から熱帯｡東南アジアの原産と考えられている｡江戸時代初期には日本で栽

培していた｡暖地に栽培する常緑小高木｡

タチバナ (cJ'trusEach)'banaC.Tanaka)(写真 191頁)

散孔材｡道管は60-80〟mで,単独ないし2-4放射方向に複合する｡道管は単穿孔を有し,側壁に交互

壁孔がみられる｡軸方向柔細胞に大形の結晶を含むものがある｡軸方向柔組織は周囲状ないし翼状柔組

織となり,年輪外境で2-6列の帯状柔組織となる｡道管放射組織間壁孔は小さく多い｡放射組織は同

性でト3列となり,高さはほとんどが0,5mm以下｡

分布範囲は暖帯｡本州 (静岡県,愛知県,和歌山県),四国,九州,琉球,台湾に分布する｡海岸に

近い山中に生える常緑小高木｡
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ユズ (C''trusjunosSieboldexTanaka)(写真 192頁)

散孔材｡道管は直径70-80/Jm以下で,単独ないし2-5個が放射状に複合する｡道管は単穿孔を有し,

側壁に交互壁孔がみられる｡軸方向柔組織は周囲状,翼状,連合翼状,帯状となる｡帯状柔組織は幅が

ト5列となる｡多室結晶細胞が存在する｡道管放射組織間壁孔は小さく多い｡放射組織は同性で1-6列と

なり,高さは1mm以下｡

サルカケミカン亜科 (subfam.Toddalioideae)

ミヤマシキミ属 (sikimiaTh¶mberg)

ミヤマシキミ (Siklninjapon''CaThunberg)(写真193頁)

紋様孔材｡直径30〃m以下の道管が集団をなして紋様状に配列する｡道管は単穿孔を有する｡道管

放射組織間壁孔は大きいふるい状で少ない｡放射組織は異性でト2列となり,高さは1mm以下｡ ビスフ

レックが存在する｡

分布範囲は温帯｡本州 (関東以西),四国,九州,台湾 (高地)に分布する｡山林中に生える常緑低

木で,高さ5-10mmほどとなる｡

ツルシキミ (Sl'kim''ajapom'caThunbergf.repensHara)(写真194頁)

紋様孔材｡直径30〃m以下の道管が紋様状に集合する｡道管の集合数ではミヤマシキミよりもツル

シキミの方が多い｡道管は単穿孔を有する｡道管放射組織間壁孔は大きく少ない｡放射組織は異性で,

ほぼ単列ときに2列となり,高さは1mm以下｡

樺太,北海道,南千島,本州,四国,九州に分布する｡

キハダ属 (phellodendronRupr.)

キハダ (phellodendronamurenseRuprecht)(写真 195頁)

環孔材｡孔圏道管は大きく,5-6列となる｡孔圏外の小道管は多数集まり3-6列で按線状,斜線状ない

しは紋様状に配列する｡道管は単穿孔で,側壁には交互壁孔が存在する｡小道管の内壁にはらせん肥厚

がみられる｡道管内腔に多量の着色物質がみられる｡軸方向柔細胞は周囲状に配列し,内部に結晶を有

する｡放射組織はほとんど同性でト6列となり,高さは1mm以下｡

分布範囲は温帯｡北海道,本州,四国,九州,朝鮮,アムール,ウスリー,中国北部に分布する｡陽

樹であり,常に十分な陽光を必要とする｡山地に生える落葉高木｡日本の鮮新世と洪積世から種子の遺

体が出土する｡辺材は黄白色,心材は黄褐色｡肌目は粗い｡やや軽く,やや弱く,軟らかい材｡材は建

築 (床柱,床板,造作),家具 (書棚,鏡台,箪笥の前板,机),器具 (箱,火鉢,タバコ盆,杓子,箸,

銃台,針箱,寄木細工),土木 (枕木),せん作 (盆,杯,梶),下駄,経木,薪炭材,クワの模擬材な

どに用いられる｡黄色の内樹皮は漢方で黄葉 (オウバク)と呼ばれ,ベルベリン (アルカロイ ド)が多

く胃腸薬となり,黄色染料もとれる｡"だらにすげ'は黄葉とアオキの葉の水製エキス｡

ニガキ科 (simaroⅦba｡eae)

二ワウルシ属 (A皿anthusDesf.)

ニワウルシ(シンジュ)C4ilantlmsaltl'SsimaSwingle)(写真 196頁)

環孔材｡孔圏道管は300FLmでト2(3)列となる｡孔圏外道管は直径が小さく,単独のものは少なく

集団状,斜線状,接線状ないし花づな状に複合する｡年輪界に近づくにしたがって放射状,斜線状に複

合する傾向を増し,短い帯をつくる｡小道管にらせん肥厚ならびに一部着色物質がみられる｡軸方向柔
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細胞は周囲状となり,年輪界では帯状となる｡放射組織は同性でH O列となり,高さは1mm以下｡ニ

ガキ属 (pJ'cTaSma)とは放射組織の幅が広いことと,結晶を欠くことなどで区別される｡

分布範囲は温帯から暖帯｡中国北中部の原産｡寒暑に強くまた比較的公害にも強い｡庭や街路に植え

る落葉高木で幹は高さ25m,胸高直径 1mに達する｡材は器具 (寄木,木象はめ,曲物,箱類,農具,

天秤棒,装飾用),車柄,下駄,薪炭材などに用いられる｡根と樹皮から殺虫剤をとる｡

ニガキ属 (picrasmaBltule)

ニガキ (Pl'crasm aquasSloI'desBenn･)(写真197頁)

環孔材｡孔圏道管は直径200FLmで3-5列となり,配列はやや疎らとなる｡孔圏外の小道管は非常に

小さくかつ壁が厚く,ほとんど単独で分布する｡道管は単穿孔を有する｡軸方向柔細胞は晩材部におい

て複数個の小道管を包み込んで塊状,波状ないし幅の広い帯状に配列すもら板目面やみると軸方向柔細

胞は層階状に並んでみられることがある｡放射組織はほとんど同性でト4(6)列となり,高さは1mm

以下｡ときに外傷による垂直細胞間道が認められる｡軸方向柔細胞および放射柔細胞に結晶がみられる｡

ビスフレックが存在する｡

分布範囲は温帯から亜熱帯｡北海道,本州,四国,九州,朝鮮,中国,ヒマラヤに分布する｡陽樹で,

山中に生える落葉高木｡辺材は淡黄白色,心材は帯赤淡黄色｡やや敵密であるが,肌目は粗い｡やや重

く,強い材とはいえないが,やや堅い｡材は器具 (曲物,箱,農具,寄木,木象族,天秤棒,装飾用),

荷馬車,下駄,薪炭材などに用いられる｡心材片は日本薬局方で苦木 (Ljgnumpl'C'aSmae)といい,そ

のエキスやチンキは健胃薬 ･殺虫剤に｡樹皮 ･根皮からも薬剤 ･染料がとれる｡

センダン科 (Mehaceie)

チャンテン属 (cedrelaL.)

チャンチン (Ced'elas''nensJ'sJuss.)(写真198頁)
環孔材｡孔圏道管の直径は20()-250〃mと大きく,3-4列となる｡孔圏外の小道管径は徐々に小さくな

り,ときに2-3個放射方向に複合するが,通常単独で散在する｡小道管の壁は厚い｡道管は単穿孔を有

し,側壁には交互壁孔が存在する｡道管内腔に着色物質がみられる｡道管の周囲を軸方向柔細胞が取り

囲み,顕著な周囲柔組織を形成する｡軸方向柔細胞がときにさや細胞のように見える｡道管放射組織間

壁孔は小さく多い｡放射組織は同性ないし異性で1-6列となり,高さは1mm以下｡外傷による垂直 ･水

平細胞間道が認められるのが顕著な特徴となる｡ビスフレックが存在する｡

分布範囲は温帯から暖帯｡中国北 ･中部原産｡室町時代に日本に入り各地に植栽される落葉高木｡土

地を選ばず生育するが乾燥には適さない｡辺材は黄白色,心材は鮮赤褐色｡肌目は粗い｡重さ,強さと

もに中庸｡耐朽 ･保存性高く,水湿に強い｡材は家具,机,楽器 (三弦の胴),建築 (土台,縁板,床板),

器具 (桶樽類,箱類,風呂桶,梯子),下駄,薪炭材などに用いられる｡若葉は中国料理に用いられる｡

センダン属 (MeliaL.)

センダン (MelI'aazedarachLvar.subtn'pl'ImalaMiquel)(写真199頁)

環孔材｡孔圏道管は300-400〃mと非常に大きい｡孔圏幅は広く,2-3列ときに8列以上となる｡孔圏

道管の周囲に小道管が多数分布する｡孔圏外の小道管は単独ないし三～-3個複合するものが混在するが年

輪外境では小道管が集団状に複合する｡道管は単穿孔を有し,側壁には交互壁孔がみられる｡道管の内

壁にらせん肥厚がみられ,内腔に着色物質が存在する｡軸方向柔組織は周囲状,翼状となり年輪外境で

は小道管を包み,1-10列の帯状に配列し,結晶がみられる｡道管放射組織間壁孔は小さく多い｡放射組

- 105-
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織は同性ないし異性でト6列となり,高さは1mm以下｡

分布範囲は暖帯｡四国,九州,琉球,台湾,中国,ヒマラヤに分布する｡陽樹であり,常に陽光を必

要とする｡海辺の山地に生える落葉高木｡日本の鮮新世や洪積世から葉や果実の遺体が出土する｡辺材

は黄白色,心材は淡黄褐色｡肌目は粗い｡重さ,強さとも概して中庸｡割裂しやすい｡材は建築 (板,

土台,腰羽目板,内部造作),家具 (箪笥の前板,帆,椅子),器具 (箱,指物,桶類,木魚,花台,運

道具,寄木象倣,ラケットの枠),楽器 (琵琶の胴),下駄,ケヤキやキリの模擬材などに用いられる｡

核で数珠をつくる｡

ドゥウツギ科 (coriariaceae)

ドゥウツギ属 (CoriariaL.)

ドクウツギ (con'an'ajaI〕Onl'caAsaGray)(写真200頁)

環孔材｡直径 150〟mの道管が孔圏を形成する｡孔圏外では単独ないし2-10個ほどの小道管が塊状に

複合する｡道管は単穿孔を有する｡道管放射組織間壁孔はやや大きく多い｡放射組織は混在型でときに

10列以上となり広放射組織を構成することがあり,高さは10mm以上となる｡

分布範囲は温帯｡北海道,本州 (北から近畿まで)に分布する｡河岸や山の斜面などの日当たりのよ

いところに生え,高さ1.5mとなる｡果実,莱,茎は有毒｡

日本産広葉樹材の解剖学的記載ⅠⅠ(木材研究 ･資料 第32号)の訂正

(北海道大学の大谷 吉事先生の指摘によるところが多い)

68頁のヤマモガシの記載の2行目:

道管は単穿孔を有し}道管は単穿孔まれに特徴的な形態の多孔穿孔を有し

68頁のビャクダンの記載に以下の文章を追加｡

多重結晶細胞がみられる｡一部の道管にチロースが発達する｡放射組織の縁辺の直立細胞は油細胞の

ようにふくらむ｡

71頁のシキミの記載の5行目:

離接放射換細胞⇒離按放射柔細胞

75頁のシログモの記載に以下の文章を追加｡

道管に微細ならせん肥厚がみられる｡

76頁のバリバリノキの記載に以下の文章を追加｡

道管に微細ならせん肥厚がみられる｡

76頁のカゴノキの記載に以下の文章を追加｡

道管に微細ならせん肥厚がみられる｡

78頁のメギの記載に以下の文章を追加｡

道管にらせん肥厚がみられる｡

85頁のフクの記載の3行目:

道管の尾部ヰ道管要素の尾部

87頁のツルアジサイの記載に以下の文章を追加｡

隔壁木繊維が存在する｡

88頁のウツギの記載に以下の文章を追加｡

道管にらせん肥厚がみられる｡隔壁木繊維が存在する｡
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日本産広葉樹材の解剖学的記載Ⅰ(木材研究 ･資料 第31号)の追加訂正

90頁のミヤマヤシャブシの記載を全部削除し,以下のヒメヤシヤブシの記載に変更する｡したがって,

131頁のミヤマヤシャブシの写真はヒメヤシヤブシの写真 (本誌201頁)に全面変更｡

ヒメヤシヤブシ LL41nuspendulaMatsumura)

散孔材｡直径70-80FLmの道管が1-8個放射状に複合して分布する｡道管は階段穿孔を有し,側壁に対

列壁孔がみられる｡軸方向柔細胞は散在状となる｡道管放射組織間壁孔はやや小さく多い｡放射組織は

単列同性で,高さは0.5mm以下｡
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コゴメウツギ

Stephanandral'ncl'saZabel
(バラ科Rosaceae)

柾目×200 板目×80



伊東 :日本産広葉樹材の解剖学的記載ⅠⅠⅠ

- 109-

シモツケ

Spl'TaeaJaPOnl'caL･
(バラ科Rosaceae)

柾目×200 板目×80
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ユキヤナギ

Spl'raeathunbergil'Sieb･exBlume
(バラ科Rosaceae)

柾目×260 d

- 110-

板目×130
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ホザキナナカマ ド

Sorban'asorbl'fol)'aL･var.stelll'pl'JaMaxim･
(バラ科Rosaceae)

柾 目×200

- 111-

板 目×130
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チョウノスケソウ

Dn,asoctopetalavar･asl'atl'caNakai

(バラ科Rosaceae)

柾目×320

112

板目×160
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シロヤマブ キ
Rl"doりpOSSCandensMakino
(バラ科Rosaceae)

柾目×200

- 113-

板目×60
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ヤマブキ

KeTnaJaPOnl'caDC･
(バラ科Rosaceae)

木口×25

柾目×160 d

- 114-

板 目×100



伊東 :日本産広葉樹材の解剖学的記載【ⅠⅠ

ホウロクイチゴ

RubussI'eboldl'1'Blume

(バラ科Rosaceae)

木口×25 b

柾目×200

ー 115

板目×200
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ナガバノモミジイチゴ

RubuspalmatusThunberg
(バラRosaceae)

柾目×200 d

- 116-

板目×80
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クマイチゴ

RubuscTataegifoll'usBunge
(バラ科Rosaceae)

柾目×130 d

- 117-

板目×50
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-118

ベニバナイチゴ

RubusvernusFocke

(バラ科Rosaceae)

柾 目×200 板目×130
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ヤマイバラ

Rosasambucl'naKoidzumi

(バラ科Rosaceae)

柾目×200 d

- 119-
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フジイバラ

Rosasambucl'naKoidzumivar･fujl'sanensl'sMakino
(バラ科Rosaceae)

柾目×200 d

- 120-

板目×80
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I- 1t21-

ノイバラ

Rosamukl'HoraThunberg
(バラ科Rosaceae)

柾目×200 板目×80
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ハマナス

RosarugosaThunberg
(バラ科Rosaceae)

柾目×200 d

- 122-

板目×80
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サンショウバラ

Rosahl'TtulaNakai

(バラ科Rosaceae)

木口×25 b

柾 目×200 d

- 123-

板目×80
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ヤ マナシ
PyTuSPyn'foll'aNakai
(バ ラ科Rosaceae)

柾 目×200 d

- 124-

板目×130
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オオウラジロノキ

Malustschonoskji'C.K.Schneider

(バラ科Rosaceae)

柾目×250 d

- 125-
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ズミ

MalustonngoS ieb･exVriese
(バ ラ科Rosacea e)

柾目×400 d

- 126一

板 目×200
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- 127-

ウラジロノキ

SorbusJaPOnl'caHedlund
(バラ科Rosaceae)

柾目×200 板 目×130
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アズキナシ

Sbrbusalnl'foll'aC.Koch

(バラ科Rosaceae)

柾目×200 d

- 128-

板 目×130
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ナナカマ ド

Sorbusamen'canaMarsh･subsp･JaPOnl'caKitamura
(バラ科Rosaceae)

柾目×200 d

- 129-

板目×130



木材 研 究 ･資料 第33号(1997)

ナ ン キンナナカマ ド

Sorbusgrac111'sC･Koch
(バラ 科 Rosaceae)

木口×25 b

柾目×200 d

- 130-

板目×130
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カリン

Chaenomelessl'nensl'sKoehne

(バラ科Rosaceae)

柾目×200 d

- 131---

板目×130
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シャリンバイ

Rhaphl'01epl'sl'ndl'caLindleyvar･1'ntegeI･rlmaKitamura
(バラ科Rosaceae)

柾目×200

- 132-

板目×130
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ホソバシャリンバイ

Rムaphl'01ep,'sl'ndl'caLindleyvar･ll'ukIuensl'SKitamura
(バラ科Rosaceae)

柾目×200 d

- 133-

板目×130
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ザイフリボク

Amelanchl'eI･aSl'atl'caEndlicher

(バラ科Rosaceae)

柾目×200 d

- 134-

板目×160
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カマツカ (ウシコロシ)

Pourthl'acall'JlosaDecaisnevar･1aeu'sStapf
(バラ科Rosaceae)

柾目×200 d

- 135-

板目×130
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カナ メモ チ

Pl"tl'nl'agla b raM aximowicz
(バ ラ科Rosaceae)

柾目×200 d

- 136-

板目×200
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ビワ

En'obotTyaJaPOnl'caLindley
(バラ科Rosaceae)

柾目×200

ー 137-

板目×160
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サ ン ザシ

C Ta taeguSCuneata Sieb･etZucc･
(バ ラ科 Ro saceae)

柾 目×200 d

- 138-

板 目×130
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リンボク

Prunusspl'nulosaSieb･etZucc･
(バラ科Rosaceae)

柾目×200

- 139-

板目×130
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ー 140

バクチノキ

PTunuSZlPPell'anaMiquel
(バラ科Rosaceae)

柾目×200 板目×130
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- 141-

ウワミズザクラ

PTunuSgTaYanaMaxim･
(バラ科Rosaceae)

柾目×200 板目×130
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シウリザクラ

PTunuSSSl'on'Fr.Schmidt

(バラ科Rosaceae)

板 目×130
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イヌザクラ

PI･unusbuelgen'anaMiquel
(バラ科Rosaceae)

柾目×200 d

- 143-

板目×130
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ミヤマザクラ

PI･unusmaxl'moldczjl'Ruprecht
(バラ科Rosaceae)

柾目×400 d

- 144-

板目×160
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ヤマザクラ

PI･unuSJamaSakulaSieb･exKoidzumi･
(バラ科Rosaceae)

木口×25 b

柾 目×200 d

- 145-

板目×130
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オオヤマザクラ

Prunussargentl'1'Rehder
(バラ科Rosaceae)

柾目×200 板目×200
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オオシマザクラ

PTunuSlannesl'anaWilsonvar.specl'osaMakino
(バラ科Rosaceae)

柾目×200

- 147-

板目×160
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ソ メイ ヨ シ ノ

PTunuSXyedoensl'SMatsumura
(バ ラ科 Ro saceae)

柾目×200 d

- 148-

板目×60
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ヒカンザクラ

PTunuscerasol'desD･Donvar･campanulataKoidzumi
(バラ科Rosaceae)

柾目×200

- 149-

板目×130
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マメザクラ

PTunuSincl'saThunberg

(バラ科Rosaceae)

柾目×200 d

- 150-

板目×130
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- 151-

チョウジザクラ

PTunuSaPetalaFr･etSav･
(バラ科Rosaceae)

柾目×200 板目×160
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- 152-

モモ

PTunuspersicaBatsch
(バラ科R｡saceae)

柾目×200 板目×130
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ス モ モ

PTunuSSall'cl'naLindley
(バ ラ 科 Rosaceae)

木口×25 b

柾目×160 d

- 153-

板目×80
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ウメ

PI･unuSmumeSieb.etZucc.

(バラ科Rosaceae)

柾目×200 d

l5-l一一

板目×130
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- 155-

アンズ

Pz･unusarmenl'acaL.

(バラ科 Rosaceae)

柾目×200 板 目×160



木 材 研 究 ･資料 第33号(1997)

ー 156-

ネム ノキ

Albl'zzlajull'bn'ssl'nDurazzini

(マメ科 Legm inosae)

柾目×200 板目×100
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ハナズオウ

CercischinensisBunge

(マメ科Legminosae)

木口×25 b

柾目×200 d

- 157-

板目×130



木 材研 究 ･資料 第33号(1997)

- 158

ジ ャ ケツイ バ ラ

Cacsalpl'nl'adecap etalaAl ston
(マ メ科Legm inosae)

柾目×130 板 目×130
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サイカチ

Gledl'tsl'aJaPOnl'caMiquel

(マメ科Legminosae)

柾目×200 d

- 159-

板目×80



木材 研 究 ･資料 第33号(1997)

- 160-

ユクノキ

CladTaS亡1'ssikoki'anaMakino

(マメ科Legminosae)

柾目×200 板目×200



伊東 :日本産広葉樹材の解剖学的記載【ⅠⅠ

フジキ

CladTaStl'spl叫′caIPaMakino

(マメ科Legminosae)

柾目×200 d

- 161-

板 目×80



木材 研 究 ･資料 第33号(1997)

イヌエンジュ

Maackj'aamuI･enSisRupr･etMaxim･subsp･bueTgen'Kitamura

(マメ科Legminosae)

柾目×200 d

- 162-

板 目×100
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- 163-

エンジュ

SopムolaJaPOnl'caL･

(マメ科Legminosae )

柾 目×200 板目×100



木材 研 究 ･資料 第33号(1997)

エニシダ

SarothamusscopariusWimm･exKoch

(マメ科Legminosae)

柾 目×200 d

- 164-

板目×130
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ハリエンジュ (ニセアカシア)

Robl'nl'apseudo-acacl'aL.

(マメ科Legminosae)

柾 目×200 d

- 165-

板目×100



木材 研 究 ･資料 第33号(1997)

- 166

ナツフジ

Mll1JettlaJaPOnl'caA･Gray

(マメ科Legminosae)

柾目×200 板 目×80
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ヤマフジ

TIT(1'sten'abrachybotTSSieb･etZucc･

(マメ科Legminosae)

柾目×160 d

- 167-

板目×80



木材 研 究 ･資料 第33号(1997)

ー 168-

フジ

Wl'slen'aHon'bundaDC.

(マメ科Legminosae)

柾目×200 板目×100
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- 169-

キハギ

Lespedezabuelgen'Miquel

(マメ科Legminosae)

柾目×200 板目×100



木材 研 究 ･資料 第33号(1997)

マル バ ハ ギ (ミヤマ ハ ギ)
Lespedezacy rtobotVaM iquel
(マメ科 Legminosae)

柾目×200 d

- 170-

板 目×80
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ヤマハギ

Lespedezabl'colorvar･JaPOnl'caNakai

(マメ科Legminosae)

柾 目×160

- 171-

板目×130



木 材研 究 ･資料 第33号(1997)

172

クズ

Pucran'alobataOhwi

(マメ科Legminosae)

柾目×80 板目×50
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カンコノキ

Glochl'dl'onobovatumSieb.etZucc.

(トウダイグサ科Euphorbiaceae)

柾 目×200

ー 173-

板目×80



木材 研 究 ･資料 第33号(1997)

ヒトツバハギ

Secun'negasuHhltl'cosaRehdervar･JaPOnl'CaHurusawa
(トウダイグサ科Euphorbiaceae)

柾目×200 d

- 174-

板目×130
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ヤマヒハツ

Antl'desmaJaPOnl'cumSieb.etZucc.

(トウダイグサ科Euphorbiaceae)

柾目×200 d

- 175-

板 目×80



木材研究 ･資料 第33号(1997)

アカギ

Bl'schoHajavanl'caBl･

(トウダイグサ科Euphorbiaceae)

柾目×80 d

- 176-

板目×60
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アブラギリ

Aleun'lescoz･dataR.BrownexSteudel

(トウダイグサ科Euphorbiaceae)

柾 目×330 d

- 177 -

板 目×130



木材 研 究 ･資料 第33号(1997)

アカメガシワ

MallotusJaPOnicusMueller-Arg･

(トウダイグサ科Euphorbiaceae)

柾目×200 d

- 178-

板目×100
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ナンキンハゼ

Sapl'umscbl'ferumRoxb･

(トウダイグサ科Euphorbiaceae)

柾目×160 d

- 179-

板目×80



木 材 研 究 ･資料 第33号(1997)

シラキ

Sapl'umJaPOnl'cumPaxetHoffm･

(トウダイグサ科Euphorbiaceae)

柾目×100 d

- 180-

板目×100
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コバンノキ

Phyllantl"sHexuosusMuell･-Arg･

(トウダイグサ科Euphorbiaceae)

柾目×200

- 181-

板目×80



木材 研 究 ･資料 第33号(1997)

ヒメユズリハ

DaphnlbhyllumtelJSmannjl'Zoll･

(ユズリハ科Daphniphyllaceae)

柾 目×200

- 182-

板 目×100
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ユズリハ

Daphnl'phyllummacI･OPOdumMiquel

(ユズリハ科DaphI-iphyllaceae)

木口×25 b

柾目×200

- 183-

d 板目×100



木 材 研 究 ･資料 第33号(1997)

- 184

コクサギ

On'xaJ甲OnicaThunberg
(ミカン科Rutaceae)

柾目×200 板目×100
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ハマセンダン

Evodl'amell'aefoliaBentham

(ミカン科Rutaceae)

柾目×160

- 185-

板目×60



木 材 研 究 ･資料 第33号(1997)

- 186

サンショウ

Zantl"XvlumpIPen'tumDC･
(ミカン科Rutaceae)

柾 目×200



伊東 :日本産広葉樹材の解剖学的記載ⅠⅠⅠ

イヌザンショウ

Fagaramantchun'caHonda
(ミカン科Rutaceae)

柾目×160 d

- 187-

板目×60



木 材 研 究 ･資料 第33号(1997)

カラスザンショウ

FagaraaL'Jantl"idesEngler
(ミカン科Rutaceae)

柾 目×200 板 目×川0

- 188-



伊東 :日本産広葉樹材の解剖学的記載ⅠⅠⅠ

カラタチ

Poncl'ruStTifoll'ataRaf.

(ミカン科Rutaceae)

柾目×200 d

- 189-

板 目×160



木 材 研 究 ･資料 第二う:う号(lt)()7)

lt)()

ザボン

CitrusmaximaA/lcITill

(ミカン科Rutaceac)

柾目×Hi(I 板 目×lr',0
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タチバナ

C1'tTuStaChl'banaC.Tanaka

(ミカン科Rutaceae)

柾目×160

191一

板目×130



木 材 研 究 ･資料 第二う:う号(lf)()7)

ハソ
J

ユズ

C1'lruりunC,iSieboldexTanaka

(ミカン科Rtlta｡CaC)

柾 目×日う()
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- 193-

ミヤマシキミ

Sl'kiml'aJaPOnl'CaThunberg
(ミカン科Rutaceae)

柾目×200 板目×80



木 材 研 究 ･資料 第3:う号(lE)～)7)

ツルシキミ

SI'kl'n"EUaPOnl'caTllunbergr･rcp｡.I】SHara
(ミカン科Rutaceac)

種 目×2(〕() d

- I()′1---

板 目×8日



伊東 :日本産広葉樹材の解剖学的記載二[ⅠⅠ

キハダ

PhellodendronamurenseRuprecht

(ミカン科Rutaceae)

柾目×200 d

- 195-



木 材 研 究 ･資料 第33号(lt)(-)7)

- I()ti

ニワウルシ (シンジュ)

AL'1;"tl" i;-1tl'LblSl'InaSwillglc
(ニガキ科simar｡ubaceae)

柾目×lこう() 板 RX00
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- 197-

ニガキ

Pl'cTaSmaquaSSl'01'desBenn･
(ニガキ科simaroubaceae)

柾目×200 板目×100



木 材 研 究 ･資料 第:i:',号(lt)～)7)

l日日.

チャンチン

CcdrclL/IL"'I"､∫最sJuss･

(センダン科MeliとICCとt｡)

柾目× 川() 板目× 1日()
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センダン

Mell'aazedaTaChL･var･subtnblnnataMiquel
(センダン科Meliaceae)

柾目×200

- 199



木 材 研 究 ･資料 第33号(‖)!)7)

-- L)()()

ドクウツギ

CoL･1'allt-UaP｡Jll'caAsaG ray
(ドクウツギ科c oriariaceae)

板 目×lGO
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ヒメヤシヤブシ

AlnuspendulaMatsumura
(カ バノキ科 Betulaceae)

柾 目×260 d

- 201-

板 目×130


